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あ
ら
す
じ 

 

安
土
桃
山
時
代
、
甲
武
家
と
い
う
架
空
の
武
家
に
属
す
る
者
達
を
描
い
た

物
語
。
主
人
公
の
父
、
霧
生
景
頼
は
主
君
た
る
甲
武
虎
信
に
謀
反
を
起
こ
す

も
の
の
敗
北
、
自
刃
す
る
。
虎
信
は
主
人
公
・
霧
生
景
時
（
幼
名
：
竹
丸
）

を
捕
ら
え
、
謀
反
人
の
子
と
し
て
死
罪
を
言
い
渡
そ
う
と
し
て
い
た
。
し
か

し
、
虎
信
の
嫡
子
・
甲
武
雅
信
は
景
時
の
助
命
を
願
っ
た
。
景
時
は
雅
信
に

命
を
救
わ
れ
た
こ
と
と
、
そ
の
際
雅
信
か
ら
弟
と
呼
ば
れ
た
感
動
に
涙
し
た
。 

 

四
年
後
、
景
時
は
雅
信
の
影
武
者
と
な
っ
て
い
た
。
景
時
は
病
床
の
虎
信

か
ら
、
東
海
地
方
の
有
力
大
名
・
尾
川
元
長
の
城
へ
行
け
と
命
じ
ら
れ
る
。

尾
川
は
甲
武
と
の
政
略
結
婚
を
呑
む
条
件
と
し
て
、
新
郎
た
る
雅
信
が
直
接

挨
拶
に
来
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
虎
信
は
景
時
を
変

装
さ
せ
、
雅
信
の
代
わ
り
に
尾
川
の
城
へ
行
か
せ
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
っ

た
。
雅
信
を
守
る
た
め
、
景
時
は
そ
の
任
務
を
引
き
受
け
る
。 

 

尾
川
の
城
に
着
い
た
景
時
は
、
雅
信
の
婚
約
者
で
あ
る
勝
子
か
ら
「
わ
ら

わ
は
誰
の
妻
に
な
り
ま
せ
ぬ
」
と
告
げ
ら
れ
、
困
惑
す
る
。
そ
の
夜
、
景
時

は
勝
子
の
侍
女
・
お
鈴
か
ら
勝
子
が
婚
礼
を
拒
む
理
由
を
聞
か
さ
れ
る
。
勝

子
は
尾
川
の
実
の
娘
で
は
な
く
、
本
当
の
父
親
は
尾
川
と
の
戦
に
敗
北
し
て

死
亡
、
母
親
は
勝
子
を
守
る
た
め
尾
川
の
側
室
と
な
る
道
を
選
ん
だ
と
い
う
。 

 

翌
日
、
景
時
は
勝
子
に
対
し
、
勝
子
が
意
地
を
張
る
こ
と
で
周
囲
の
者
に

迷
惑
が
か
か
る
と
諫
め
る
。
し
か
し
、
尾
川
へ
の
復
讐
を
望
む
勝
子
は
反
発

し
、
雨
の
降
る
中
庭
に
飛
び
出
し
て
し
ま
う
。
景
時
は
咄
嗟
に
そ
れ
を
追
う

も
、
そ
れ
に
よ
り
雨
で
変
装
が
解
け
、
影
武
者
で
あ
る
こ
と
が
ば
れ
て
し
ま

う
。
そ
こ
で
景
時
は
敢
え
て
甲
武
側
の
狙
い
を
告
白
し
、
甲
武
家
の
妻
と
し

て
尾
川
に
復
讐
す
る
道
を
示
唆
す
る
。
そ
の
説
得
に
心
を
動
か
さ
れ
た
勝
子

は
結
婚
を
承
諾
す
る
も
、
同
時
に
景
時
と
勝
子
は
本
心
を
打
ち
明
け
合
っ
た

連
帯
感
も
手
伝
い
、
互
い
に
惹
か
れ
合
い
始
め
て
い
た
。 

 

そ
の
後
、
景
時
は
甲
武
家
の
城
に
戻
り
、
婚
礼
の
日
を
迎
え
る
。
景
時
は

勝
子
を
婚
礼
の
場
に
案
内
す
る
が
、
そ
の
途
中
、
勝
子
か
ら
「
わ
ら
わ
を
雅
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信
様
の
妻
に
す
る
こ
と
が
そ
ち
の
本
望
か
？
」
と
問
わ
れ
る
。
あ
く
ま
で
も

忠
義
を
貫
こ
う
と
す
る
景
時
は
そ
れ
に
同
意
す
る
も
、
後
に
一
人
涙
を
流
す
。 

 
そ
の
後
、
虎
信
を
病
で
失
っ
た
甲
武
家
に
、
尾
川
が
挙
兵
し
た
と
い
う
報

告
が
入
る
。
そ
こ
で
雅
信
は
籠
城
戦
で
尾
川
を
迎
え
撃
つ
こ
と
を
宣
言
し
た
。

し
か
し
、
最
新
式
の
火
縄
銃
を
装
備
し
た
尾
川
軍
に
甲
武
軍
は
押
さ
れ
、
出

陣
し
た
景
時
も
負
傷
し
て
三
日
間
寝
込
む
こ
と
と
な
る
。 

 

景
時
が
目
覚
め
た
時
、
雅
信
は
尾
川
へ
の
人
質
と
し
て
勝
子
を
幽
閉
し
、

尾
川
の
進
軍
を
止
め
る
と
い
う
暴
挙
に
出
て
い
た
。
景
時
は
、
病
身
の
勝
子

は
幽
閉
生
活
に
耐
え
ら
れ
な
い
と
考
え
、
主
君
に
背
い
て
勝
子
を
救
い
出
す

こ
と
を
決
意
・
実
行
す
る
が
、
計
画
は
露
見
し
、
囚
わ
れ
の
身
と
な
る
。 

 

景
時
は
、
勝
算
の
な
い
戦
の
た
め
に
勝
子
を
犠
牲
に
し
よ
う
と
し
て
い
る

雅
信
を
諫
め
る
。
す
る
と
雅
信
は
、
父
親
か
ら
は
優
し
す
ぎ
る
が
故
に
武
士

に
相
応
し
く
な
い
と
失
望
さ
れ
、
勝
子
の
心
も
景
時
に
奪
わ
れ
た
自
分
に
は

天
下
統
一
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
と
涙
な
が
ら
に
主
張
す
る
。 

 

そ
こ
へ
、
尾
川
の
勢
力
が
進
軍
を
再
開
し
た
と
報
告
が
入
る
。
絶
望
に
崩

れ
落
ち
る
雅
信
を
前
に
、
景
時
は
雅
信
の
影
武
者
と
し
て
敢
え
て
尾
川
に
討

た
れ
る
こ
と
で
雅
信
と
勝
子
が
落
ち
延
び
る
時
間
を
稼
ぐ
と
い
う
策
を
提
案

す
る
。
そ
れ
を
聞
い
た
雅
信
は
景
時
に
、
今
の
自
分
に
命
を
捨
て
る
価
値
が

あ
る
の
か
、
と
問
う
。
景
時
は
、
価
値
の
あ
る
な
し
で
は
な
く
、
兄
の
よ
う

に
慕
う
雅
信
の
た
め
だ
か
ら
命
を
捨
て
ら
れ
る
の
だ
と
語
る
。
雅
信
は
景
時

か
ら
こ
の
よ
う
な
無
条
件
の
肯
定
を
得
ら
れ
た
こ
と
で
憑
き
物
が
落
ち
る
。

雅
信
は
景
時
に
対
し
、
自
分
が
時
間
稼
ぎ
役
を
務
め
て
死
ぬ
と
い
う
決
意
を

表
明
し
、
今
後
は
景
時
が
甲
武
雅
信
を
名
乗
れ
と
命
じ
た
。
葛
藤
の
末
、
景

時
は
雅
信
の
最
後
の
命
令
を
受
け
入
れ
る
。
そ
の
後
、
雅
信
は
尾
川
に
立
ち

向
か
い
、
景
時
と
勝
子
が
落
ち
延
び
る
時
間
を
稼
い
だ
代
償
に
命
を
落
と
す
。 

 

四
十
年
後
、
勝
子
は
息
子
・
雅
時
と
共
に
雅
信
の
墓
に
赴
き
、
景
時
の
遺

言
に
従
っ
て
そ
の
喉
仏
の
骨
を
墓
前
に
供
え
た
。
四
十
年
の
時
を
経
て
再
会

し
た
二
人
に
思
い
を
馳
せ
、
勝
子
は
雅
時
と
共
に
城
へ
帰
っ
て
い
く
。 
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人
物
関
係
図 

霧

生

景

き
り
ゅ
う
か
げ

時と
き

（
１
２
）（
１
６
）
影
武
者 

甲こ
う

武ぶ

雅ま
さ

信の
ぶ

（
１
４
）（
１
８
）
大
名
家
の
跡
取
り 

勝
子

か
つ
こ

（
７
）（
１
９
）（
５
９
）
大
名
家
の
姫
君 

甲こ
う

武ぶ

虎と
ら

信の
ぶ

（
５
３
）（
５
７
）
雅
信
の
父 

尾お

川

元

が
わ
も
と

長な
が

（
３
１
）（
４
３
）
大
名 

霧

生

景

頼

き
り
ゅ
う
か
げ
よ
り

（
３
２
）
虎
信
の
影
武
者 

山
城

や
ま
き

勘か
ん

二
郎

じ
ろ
う

（
４
４
）（
４
８
）
虎
信
の
家
臣 

秋あ
き

馬う
ま

春は
る

友と
も

（
５
６
）（
６
０
）
虎
信
の
家
臣 

お
鈴す

ず

（
１
０
）
勝
子
の
侍
女 

甲こ
う

武ぶ

雅ま
さ

時と
き

（
３
３
）
景
時
の
息
子 

勝
子
の
母 

見
張
り 

伝
令 
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１
○ 

裏
見
川
・
河
川
敷
（
朝
） 

武
装
し
た
霧
生
影
頼
（
３
２
）
が
砂
利
の
上
に
座
っ
て
い

る
。
景
頼
の
兜
に
は
二
本
の
角
が
生
え
て
い
る
が
、
う
ち

一
本
が
折
れ
て
い
る
。
景
頼
の
側
に
は
涙
を
流
す
武
者
が

控
え
て
い
る
。
景
頼
、
小
刀
を
取
り
出
す
。
景
頼
、
震
え

な
が
ら
息
を
吸
い
込
ん
だ
後
、
切
腹
す
る
。
鮮
血
が
砂
利

を
濡
ら
す
。 

 

２
○ 

漆
襲
城
・
広
間
・
内
（
夕
） 

甲
武
虎
信
（
５
３
）
が
着
座
の
間
に
座
っ
て
い
る
。
山
城

勘
二
郎
（
４
４
）
と
秋
馬
春
友
（
５
６
）
を
含
む
家
臣
団

が
虎
信
の
前
に
控
え
て
い
る
。 

伝
令
「
霧
生
景
頼
、
自
刃
！
」 

虎
信
、
頷
く
。 

虎
信
「
左
様
か
」 

山
城
「
謀
反
人
に
は
相
応
し
き
末
路
で
す
な
」 

秋
馬
、
咳
払
い
す
る
。 

秋
馬
「
し
て
御
屋
形
様
」 

虎
信
、
秋
馬
を
見
る
。 

秋
馬
「
あ
の
者
の
処
分
は
い
か
が
い
た
し
ま
し
ょ
う
」 

虎
信
「
あ
の
者
？
」 

秋
馬
「
は
っ
」 

秋
馬
、
頷
く
。 

秋
馬
「
霧
生
め
の
倅
に
ご
ざ
い
ま
す
」 

虎
信
、
眉
根
を
上
げ
る
。 

 

３
○ 

同
・
双
葉
の
館
・
内 

霧
生
景
時
（
１
２
）
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
景
時
の
頬
は
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こ
け
て
い
る
。 

山
城
の
声
「
死
罪
に
す
べ
き
で
す
」 

景
時
、
ギ
ュ
ッ
と
目
を
閉
じ
る
。 

 

４
○ 
同
・
広
間
・
内
（
夕
） 

虎
信
が
着
座
の
間
に
座
っ
て
お
り
、
山
城
と
秋
馬
を
含
む

家
臣
団
が
虎
信
の
前
に
控
え
て
い
る
。 

山
城
「
謀
反
人
の
子
に
ご
ざ
い
ま
す
れ
ば
、
そ
れ
が
筋
と
い
う
も
の
」 

秋
馬
「
し
か
し
の
う
」 

山
城
「
何
か
？
」 

秋
馬
「
ま
だ
元
服
も
し
て
お
ら
ぬ
童
ぞ
」 

山
城
「
そ
れ
は
」 

秋
馬
「
此
度
の
件
も
何
も
知
ら
さ
れ
て
お
ら
ぬ
と
聞
く
」 

山
城
「
偽
り
や
も
し
れ
ま
せ
ぬ
ぞ
」 

秋
馬
「
だ
と
し
て
も
じ
ゃ
。
精
々
仏
門
に
で
も
」 

虎
信
「
腹
を
切
ら
せ
よ
」 

一
同
、
虎
信
を
見
る
。 

虎
信
「
い
ず
れ
長
ず
れ
ば
、
父
親
の
復
讐
を
望
む
や
も
し
れ
ぬ
」 

虎
信
、
拳
を
握
る
。 

 

５
○ 

同
・
双
葉
の
館
・
内
（
夕
） 

頬
の
こ
け
た
景
時
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。 

虎
信
の
声
「
甲
武
に
、
儂
と
雅
信
に
弓
引
く
者
が
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
の
だ
」 

部
屋
の
隅
に
あ
る
隠
し
扉
が
開
き
、
甲
武
雅
信
（
１
４
）

が
入
っ
て
く
る
。
景
時
、
体
を
起
こ
し
、
身
構
え
る
。 

景
時
「（
か
す
れ
た
声
で
）
若
」 

雅
信
「
す
ま
ぬ
な
、
見
張
り
の
目
を
掻
い
潜
る
の
に
手
間
取
っ
た
」 

雅
信
、
隠
し
扉
の
外
か
ら
握
り
飯
を
取
り
出
す
。
景
時
、
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は
っ
と
目
を
見
開
く
。 

景
時
「
何
故
、
こ
こ
に
」 

雅
信
「
腹
が
減
っ
て
お
ろ
う
？
」 

雅
信
、
握
り
飯
を
景
時
に
差
し
出
す
。 

雅
信
「
食
え
」 

景
時
、
咄
嗟
に
身
を
引
く
。 

景
時
「
し
か
し
、
拙
者
は
謀
反
人
の
」 

雅
信
、
首
を
振
る
。 

雅
信
「
そ
の
前
に
、
我
が
乳
兄
弟
じ
ゃ
。
食
え
」 

景
時
、
雅
信
か
ら
握
り
飯
を
受
け
取
っ
て
貪
り
食
う
。
雅

信
、
何
度
も
頷
く
。
部
屋
の
正
式
な
戸
が
開
き
、
虎
信
と

秋
馬
が
現
れ
る
。
虎
信
、
険
し
い
表
情
に
な
る
。 

虎
信
「
何
を
し
て
お
る
、
雅
信
」 

景
時
、
悲
鳴
を
上
げ
て
震
え
だ
す
。
雅
信
、
虎
信
を
振
り

返
る
。 

雅
信
「
父
上
」 

虎
信
「
そ
の
者
の
処
分
が
決
ま
っ
た
」 

雅
信
「
処
分
？
」 

虎
信
「
腹
を
切
ら
せ
る
。
そ
こ
を
退
け
」 

雅
信
、
震
え
な
が
ら
も
景
時
を
庇
う
よ
う
に
手
を
広
げ
る
。 

虎
信
「
何
の
つ
も
り
だ
」 

雅
信
「
竹
丸
は
、
我
が
乳
兄
弟
に
ご
ざ
い
ま
す
」 

虎
信
「
だ
が
謀
反
人
の
子
ぞ
」 

景
時
、
ビ
ク
ン
と
震
え
る
。 

雅
信
「
そ
れ
で
も
、
私
の
弟
で
す
！
」 

虎
信
「
雅
信
！
」 虎

信
、
刀
に
手
を
掛
け
る
。
雅
信
、
景
時
を
抱
き
し
め
る
。 

雅
信
「
竹
丸
を
斬
る
な
ら
、
ま
ず
私
か
ら
斬
ら
れ
ま
せ
！
」 
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雅
信
、
震
え
て
い
る
。
景
時
の
震
え
が
止
ま
り
、
涙
を
流

す
。
夕
日
が
部
屋
に
差
し
込
み
、
雅
信
と
景
時
の
影
が
重

な
る
。 

 

６
○ 
同
・
外
（
朝
） 

景
時
（
１
６
）
が
開
け
放
た
れ
た
戸
越
し
に
館
の
中
を
見

つ
め
て
い
る
。
景
時
、
パ
ン
と
自
分
の
両
頬
を
叩
く
。 

 

７
○ 

同
・
渡
り
廊
下
（
朝
） 

景
時
が
渡
り
廊
下
を
歩
い
て
い
る
。
廊
下
か
ら
見
え
る
中

庭
に
は
池
を
中
心
に
石
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
景
時
が
曲

が
り
角
に
差
し
掛
か
る
と
、
そ
の
先
で
山
城
（
４
８
）
と

秋
馬
（
６
０
）
が
ひ
そ
ひ
そ
と
話
し
て
い
る
。 

秋
馬
「
左
様
な
大
役
を
霧
生
に
？
」 

景
時
、
曲
が
り
角
の
壁
に
身
を
寄
せ
る
。
山
城
、
秋
馬
に

向
か
っ
て
頷
く
。 

山
城
「
然
り
」 

秋
馬
「
御
屋
形
様
ま
で
、
あ
や
つ
を
信
頼
し
す
ぎ
で
は
な
い
か
」 

山
城
「
若
の
甘
さ
が
移
っ
た
の
や
も
し
れ
ぬ
な
」 

景
時
、
歯
噛
み
す
る
と
そ
の
場
で
足
音
を
立
て
る
。
山
城

と
秋
馬
、
曲
が
り
角
の
方
を
見
る
。
景
時
、
曲
が
り
角
を

曲
が
っ
て
山
城
ら
の
前
に
姿
を
現
す
。
景
時
、
山
城
ら
に

会
釈
す
る
。
山
城
ら
、
会
釈
を
返
し
て
去
っ
て
い
く
。
景

時
、
鼻
を
鳴
ら
し
て
再
び
歩
き
出
す
。 

 

８
○ 

同
・
虎
信
の
部
屋
・
外
（
朝
） 

景
時
が
襖
の
前
に
立
っ
て
い
る
。 

景
時
「
霧
生
景
時
、
只
今
参
上
つ
か
ま
つ
り
ま
し
た
」 
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雅
信
の
声
「
入
る
が
よ
い
」 

景
時
、
襖
を
開
け
る
。 

 
９
○ 

同
・
内
（
朝
） 

や
つ
れ
た
虎
信
（
５
７
）
が
布
団
に
横
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
脇
に
雅
信
（
１
８
）
が
座
っ
て
い
る
。
景
時
が
襖
を

開
け
て
入
っ
て
く
る
。
景
時
、
二
人
に
向
か
っ
て
お
辞
儀

す
る
。 

虎
信
「
そ
こ
へ
」 雅

信
、
自
分
の
隣
、
虎
信
の
頭
に
遠
い
方
の
床
を
ポ
ン
ポ

ン
と
叩
く
。 

景
時
「
は
っ
」 

景
時
、
雅
信
が
叩
い
た
と
こ
ろ
に
座
る
。
虎
信
、
二
人
を

じ
っ
と
見
る
。 

虎
信
「
こ
う
し
て
並
ぶ
と
ま
こ
と
の
兄
弟
の
よ
う
じ
ゃ
な
」 

景
時
「
恐
悦
に
ご
ざ
い
ま
す
」 

雅
信
「
乳
兄
弟
に
ご
ざ
い
ま
す
故
」 

虎
信
「
そ
う
じ
ゃ
な
」 

虎
信
、
頷
く
。 

虎
信
「
景
時
よ
」 

景
時
「
は
っ
」 

虎
信
「
此
度
の
用
は
他
で
も
な
い
、
縁
談
の
事
じ
ゃ
」 

景
時
「
若
と
尾
川
の
？
」 

虎
信
、
頷
く
。 

 

１
０
○ 

有
州
城
・
大
広
間
・
内
（
朝
） 

尾
川
元
長
（
４
３
）
が
着
座
の
間
に
座
っ
て
お
り
、
何
人

も
の
武
将
が
そ
の
前
に
控
え
て
い
る
。
武
将
ら
、
一
斉
に
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頭
を
下
げ
る
。 

虎
信
の
声
「
東
海
を
統
べ
る
尾
川
と
和
平
を
結
べ
ば
、
上
洛
に
、
天
下
統
一 

に
ま
た
一
歩
近
づ
け
よ
う
」 

尾
川
、
ニ
ヤ
リ
と
笑
う
。 

 

１
１
○ 

漆
襲
城
・
虎
信
の
部
屋
・
内
（
朝
） 

や
つ
れ
た
虎
信
が
布
団
に
横
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
脇
に

頭
に
近
い
方
か
ら
雅
信
、
景
時
の
順
に
座
っ
て
い
る
。 

景
時
「
御
屋
形
様
の
積
年
の
夢
が
叶
い
ま
す
な
」 

虎
信
、
溜
息
を
つ
く
。 

虎
信
「
だ
が
、
あ
の
若
造
め
」 

景
時
「
尾
川
が
、
何
か
？
」 

虎
信
「
婚
礼
の
前
に
、
雅
信
の
顔
が
見
た
い
な
ど
と
申
し
お
っ
た
」 

景
時
「
顔
？
」 

虎
信
「
彼
奴
の
城
に
来
い
と
い
う
こ
と
ぞ
」 

景
時
「
な
ん
と
」 景

時
、
拳
を
握
る
。 

景
時
「
無
礼
な
」 虎

信
、
自
嘲
気
味
に
笑
う
。 

虎
信
「
儂
も
舐
め
ら
れ
た
も
の
よ
の
う
」 

景
時
「
御
屋
形
様
」 

虎
信
「
さ
れ
ど
、
み
す
み
す
雅
信
を
参
ら
せ
る
わ
け
に
は
」 

雅
信
「
父
上
」 

景
時
と
虎
信
、
雅
信
を
見
る
。 

雅
信
「
や
は
り
、
や
め
ま
し
ょ
う
」 

虎
信
「
何
を
申
す
か
」 

雅
信
「
危
険
す
ぎ
ま
す
」 

景
時
、
首
を
傾
げ
る
。 
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虎
信
「
な
ら
ば
そ
な
た
が
行
く
と
申
す
か
」 

雅
信
「
は
い
」 

虎
信
「
愚
か
な
こ
と
を
申
す
な
。
そ
な
た
は
甲
武
の
明
日
を
背
負
う
者
ぞ
」 

景
時
「
若
、
一
体
何
を
」 

虎
信
「
景
時
よ
」 

景
時
「
は
っ
」 

虎
信
「
雅
信
に
代
わ
り
、
そ
な
た
が
尾
川
の
城
へ
参
れ
」 

雅
信
、
俯
く
。 

景
時
「
左
様
な
」 景

時
、
唾
を
飲
み
込
む
。 

景
時
「
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
か
」 

虎
信
「
雅
信
を
彼
奴
の
好
き
に
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
ぬ
」 

雅
信
、
景
時
を
見
つ
め
る
。
景
時
、
雅
信
を
見
つ
め
返
し
、

頷
く
と
虎
信
に
向
き
直
る
。 

景
時
「
承
知
つ
か
ま
つ
り
ま
し
た
」 

虎
信
「
お
お
」 

景
時
「
若
に
禍
が
降
り
か
か
ら
ぬ
よ
う
、
身
代
わ
り
に
な
る
こ
と
こ
そ
」 

景
時
、
小
さ
く
深
呼
吸
す
る
。 

景
時
「
影
武
者
と
し
て
の
務
め
に
ご
ざ
い
ま
す
れ
ば
」 

虎
信
「
う
む
」 

虎
信
、
溜
息
を
つ
い
て
頷
く
。
雅
信
、
拳
を
胸
に
あ
て
て

俯
く
。 

 

１
２
○ 

同
・
景
時
の
部
屋
・
内 

景
時
が
化
粧
台
の
前
に
座
っ
て
化
粧
を
し
て
い
る
。
化
粧

が
終
わ
る
と
景
時
の
顔
が
雅
信
と
瓜
二
つ
に
な
る
。 
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１
３
○ 

同
・
外
観 

黒
を
基
調
と
す
る
質
素
な
城
が
山
々
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
辺
り

に
は
霧
が
立
ち
込
め
て
い
る
。 

 

１
４
○ 
同
・
門
前
・
外 

雅
信
が
小
姓
と
共
に
立
っ
て
い
る
。
馬
に
乗
っ
た
景
時
と

そ
の
部
下
達
が
や
っ
て
来
る
。
景
時
、
雅
信
を
見
て
目
を

見
開
く
。 

景
時
「
若
！
」 

景
時
、
慌
て
て
馬
か
ら
降
り
る
。
雅
信
、
景
時
に
近
づ
い

て
い
く
。
雅
信
、
景
時
の
顔
を
ま
じ
ま
じ
と
見
る
。 

雅
信
「
つ
く
づ
く
、
そ
な
た
の
術
に
は
驚
か
さ
れ
る
な
」 

景
時
「
影
武
者
の
心
得
に
ご
ざ
い
ま
す
れ
ば
」 

雅
信
「
す
ま
ぬ
な
」 

景
時
「
何
を
仰
せ
で
す
」 

雅
信
「
私
の
身
代
わ
り
に
な
ど
」 

景
時
「
当
然
の
こ
と
で
す
。
若
は
甲
武
の
跡
継
ぎ
な
の
で
す
か
ら
」 

雅
信
、
俯
く
。 

景
時
「
で
は
、
こ
れ
に
て
」 

景
時
、
お
辞
儀
し
て
雅
信
に
背
を
向
け
る
。 

雅
信
「
景
時
！
」 景

時
、
振
り
返
る
。 

景
時
「
は
っ
」 

雅
信
「
息
災
で
な
」 

景
時
「
は
っ
！
」 景

時
、
馬
に
乗
っ
て
城
の
外
へ
向
か
っ
て
い
く
。
雅
信
、

そ
の
背
を
目
で
追
い
続
け
る
。 
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１
５
○ 

有
洲
城
・
外
観 

赤
や
金
を
基
調
と
す
る
派
手
な
城
。 

 
１
６
○ 

同
・
大
広
間
・
内 

尾
川
が
着
座
の
間
に
座
っ
て
い
る
。
そ
の
正
面
に
雅
信
と

瓜
二
つ
の
顔
を
し
た
景
時
が
平
伏
し
て
い
る
。 

尾
川
「
見
事
な
酒
肴
で
あ
っ
た
」 

景
時
「
お
褒
め
の
言
葉
、
あ
り
が
た
く
存
じ
ま
す
」 

尾
川
「
甲
武
殿
と
縁
者
に
な
ら
ん
こ
と
、
改
め
て
嬉
し
く
思
う
」 

景
時
「
私
も
、
そ
し
て
父
も
同
じ
思
い
に
ご
ざ
い
ま
す
」 

尾
川
、
頷
く
。 

尾
川
「
長
旅
で
疲
れ
た
で
あ
ろ
う
、
ゆ
る
り
と
休
ん
で
ゆ
か
れ
よ
」 

景
時
「
は
っ
」 

景
時
、
平
伏
す
る
。 

 

１
７
○ 

同
・
中
庭
（
夕
） 

池
を
中
心
に
石
が
配
置
さ
れ
た
城
内
の
庭
。
石
と
池
の
配

置
は
漆
襲
城
の
中
庭
と
似
て
い
る
。
雅
信
と
瓜
二
つ
の
顔

を
し
た
景
時
が
池
の
畔
で
夕
日
を
眺
め
て
い
る
。 

勝
子
の
声
「
何
奴
じ
ゃ
？
」 

景
時
が
振
り
返
る
と
木
々
の
間
か
ら
勝
子
（
１
９
）
が
出

て
く
る
。 

景
時
「
あ
な
た
は
」 

景
時
、
は
っ
と
口
を
開
け
る
。 

景
時
「
勝
子
殿
、
で
す
か
？
」 

勝
子
、
頷
く
。
景
時
、
自
分
の
胸
に
手
を
当
て
る
。 

景
時
「
甲
武
雅
信
と
申
し
ま
す
」 

勝
子
「
そ
ち
、
い
え
、
あ
な
た
が
？
」 



 

 

14 

景
時
「
は
っ
」 

勝
子
「
ふ
ー
ん
」 

景
時
「
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
お
目
に
か
か
り
ま
し
た
な
」 

勝
子
「
え
え
」 

景
時
、
咳
払
い
す
る
。 

景
時
「
祝
言
の
暁
に
は
、
夫
婦
と
し
て
ど
う
ぞ
末
永
く
」 

勝
子
「
お
断
り
で
す
」 

景
時
「
は
っ
！
？
」 

勝
子
「
わ
ら
わ
は
誰
の
妻
に
も
な
り
ま
せ
ぬ
」 

景
時
、
苦
笑
い
す
る
。 

景
時
「
ご
、
ご
冗
談
を
」 

勝
子
「
あ
の
男
の
道
具
に
な
る
な
ど
、
ご
め
ん
で
す
」 

景
時
「
あ
の
男
？
」 

勝
子
、
俯
い
て
歯
ぎ
し
り
す
る
。
景
時
、
首
を
傾
げ
る
。 

お
鈴
の
声
「
姫
様
！
」 

景
時
と
勝
子
が
振
り
向
く
と
、
お
鈴
（
１
０
）
が
城
内
の

方
か
ら
走
っ
て
き
て
い
る
。 

お
鈴
「
ま
た
こ
こ
に
お
ら
れ
ま
し
た
か
！
」 

お
鈴
、
景
時
を
見
る
。 

お
鈴
「
あ
な
た
様
は
？
」 

景
時
「
甲
武
雅
信
と
申
す
」 

お
鈴
、
あ
っ
と
声
を
挙
げ
、
景
時
と
勝
子
を
交
互
に
見
る
。 

お
鈴
「
姫
様
！
何
か
失
礼
な
こ
と
を
申
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
よ
ね
？
」 

勝
子
「
う
む
」 

お
鈴
、
胸
を
撫
で
お
ろ
し
て
溜
息
を
つ
く
。 

お
鈴
「
良
か
っ
た
。
将
来
の
旦
那
様
に
何
か
あ
っ
て
は
」 

勝
子
「
い
や
、
先
ほ
ど
こ
の
方
の
妻
に
は
な
ら
ぬ
と
申
し
た
と
こ
ろ
じ
ゃ
」 

お
鈴
「
え
」 
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お
鈴
、
景
時
を
見
る
。
景
時
、
苦
笑
い
す
る
。 

お
鈴
「
た
た
た
た
た
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
！
」 

勝
子
「
お
鈴
」 

お
鈴
「
後
程
謝
罪
に
参
り
ま
す
故
、
こ
こ
は
ご
勘
弁
を
！
」 

お
鈴
、
何
度
も
景
時
に
頭
を
下
げ
る
。 

お
鈴
「
姫
様
！
参
り
ま
す
よ
！
」 

お
鈴
、
勝
子
の
袖
を
引
っ
張
っ
て
城
内
に
連
れ
て
い
く
。

景
時
、
呆
然
と
そ
れ
を
見
送
る
。 

 

１
８
○ 

同
・
萩
の
館
・
内
（
夜
） 

景
時
が
文
机
の
前
に
座
り
、
手
紙
を
書
い
て
い
る
。
障
子

に
お
鈴
の
影
が
映
る
。
部
屋
に
は
衝
立
が
置
い
て
あ
る
他
、

布
団
が
敷
か
れ
て
お
り
、
文
机
の
脇
に
明
か
り
が
あ
る
。 

お
鈴
の
声
「
甲
武
様
」 

景
時
、
顔
を
上
げ
る
。 

景
時
「
ど
な
た
で
し
ょ
う
」 

お
鈴
の
声
「
お
鈴
と
申
し
ま
す
。
姫
様
の
お
付
き
の
」 

景
時
「
あ
の
時
の
」 

お
鈴
の
声
「
お
話
し
し
た
き
儀
が
ご
ざ
い
ま
し
て
」 

景
時
「
む
、
し
ば
し
待
た
れ
よ
」 

景
時
、
部
屋
内
を
見
渡
し
、
衝
立
を
見
つ
け
る
。
景
時
、

衝
立
を
文
机
の
横
に
置
く
。 

景
時
「
入
る
が
よ
い
」 

障
子
を
開
け
て
お
鈴
が
入
っ
て
く
る
。
景
時
と
お
鈴
の
間

に
衝
立
が
あ
る
。 

景
時
「
す
ま
ぬ
が
、
そ
こ
か
ら
話
し
て
も
ら
う
ぞ
」 

お
鈴
「
は
い
。
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
」 

景
時
「
し
て
、
話
と
は
な
ん
じ
ゃ
」 
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お
鈴
「
姫
様
の
こ
と
に
ご
ざ
い
ま
す
」 

景
時
「
あ
あ
」 

景
時
、
苦
笑
い
す
る
。 

景
時
「
そ
な
た
も
苦
労
し
て
お
る
な
あ
」 

お
鈴
「
い
え
、
私
な
ど
。
む
し
ろ
」 

景
時
「
な
ん
だ
？
」 

お
鈴
「
姫
様
の
方
が
」 

景
時
「
勝
子
殿
が
？
そ
う
は
見
え
ぬ
が
」 

お
鈴
、
首
を
振
る
。 

お
鈴
「
姫
様
は
尾
川
の
出
で
は
な
い
の
で
す
」 

景
時
「
何
？
」 

お
鈴
「
姫
様
の
本
当
の
御
父
上
は
斎
藤
龍
政
と
い
う
お
方
で
す
」 

景
時
「
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
斎
藤
家
は
」 

お
鈴
「
御
屋
形
様
、
尾
川
元
長
様
に
滅
ぼ
さ
れ
ま
し
た
」 

景
時
、
息
を
呑
む
。 

 

１
９
○ 

（
回
想
）
浅
海
城
・
外
観
（
夜
） 

湖
の
畔
に
あ
る
城
が
燃
え
て
い
る
。 

 

２
０
○ 

（
回
想
）
琵
琶
湖
・
尾
川
の
陣
・
内
（
夜
） 

勝
子
（
７
）
が
母
親
に
抱
か
れ
な
が
ら
泣
い
て
い
る
。
勝

子
の
母
の
視
線
の
先
に
は
燃
え
る
浅
海
城
が
あ
る
。
勝
子

と
母
の
下
に
武
装
し
た
尾
川
（
３
１
）
が
歩
い
て
く
る
。 

お
鈴
の
声
「
姫
様
の
御
母
上
は
、
御
屋
形
様
の
妻
に
な
る
こ
と
で
姫
様
の
命 

を
お
守
り
し
た
そ
う
で
す
」 

勝
子
の
母
、
勝
子
を
一
層
強
く
抱
く
。 

  



 

 

17 

２
１
○ 

有
洲
城
・
萩
の
館
・
内
（
夜
） 

景
時
が
手
紙
の
置
か
れ
た
文
机
の
前
に
座
っ
て
い
る
。
景

時
か
ら
衝
立
を
隔
て
た
向
か
い
側
に
お
鈴
が
座
っ
て
い
る
。

部
屋
に
は
布
団
が
敷
か
れ
て
お
り
、
文
机
の
脇
に
明
か
り

が
あ
る
。 

景
時
「
な
る
ほ
ど
、
そ
れ
で
か
」 

お
鈴
「
は
い
？
」 

景
時
「
あ
の
男
と
は
尾
川
殿
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ
な
」 

お
鈴
「
姫
様
が
そ
う
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
か
？
」 

景
時
「
あ
あ
」 

お
鈴
、
額
を
ピ
シ
ャ
リ
と
叩
く
。 

お
鈴
「
お
や
め
く
だ
さ
い
と
申
し
て
お
り
ま
す
の
に
」 

景
時
、
筆
で
自
分
の
頭
を
コ
ツ
コ
ツ
と
叩
い
て
い
る
。 

お
鈴
「
そ
れ
で
、
姫
様
の
こ
と
で
す
が
」 

景
時
「
ん
？
あ
あ
」 

お
鈴
「
本
日
の
ご
無
礼
、
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
」 

景
時
「
し
か
し
？
」 

お
鈴
「
姫
様
の
お
辛
い
気
持
ち
も
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
」 

景
時
、
ふ
っ
と
笑
う
。 

景
時
「
そ
な
た
は
忠
義
者
だ
な
」 

お
鈴
「
そ
、
そ
ん
な
こ
と
は
」 

景
時
「
安
心
せ
い
。
よ
う
わ
か
っ
た
」 

お
鈴
、
両
手
を
握
り
合
わ
せ
る
。 

お
鈴
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」 

景
時
「
今
日
は
も
う
寝
る
と
よ
い
」 

お
鈴
「
は
い
！
」 お

鈴
、
部
屋
を
去
る
。
景
時
、
手
紙
を
畳
み
、
明
か
り
を

消
す
。
景
時
、
布
団
に
入
り
、
天
井
を
見
つ
め
る
。
景
時
、
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パ
ン
と
両
頬
を
叩
い
た
後
、
目
を
閉
じ
る
。 

 

２
２
○ 

同
・
渡
り
廊
下 

雨
が
降
っ
て
い
る
。
中
庭
が
見
え
る
渡
り
廊
下
。
勝
子
が

中
庭
を
じ
っ
と
見
な
が
ら
立
っ
て
い
る
。
そ
の
背
後
か
ら

雅
信
と
瓜
二
つ
の
顔
を
し
た
景
時
が
近
付
い
て
い
る
。
景

時
は
袖
を
盾
に
し
て
雨
粒
が
顔
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し

て
い
る
。
勝
子
、
振
り
返
る
。 

勝
子
「
お
や
？
ま
だ
帰
っ
て
お
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
か
」 

景
時
「
こ
の
雨
で
は
危
の
う
ご
ざ
い
ま
す
故
」 

勝
子
、
中
庭
の
方
へ
向
き
直
る
。
景
時
、
そ
の
隣
に
立
つ
。 

景
時
「
不
思
議
な
も
の
で
す
」 

景
時
、
勝
子
を
横
目
で
見
る
。
勝
子
、
中
庭
か
ら
視
線
を

外
さ
な
い
。 

景
時
「
我
が
居
城
の
庭
園
と
池
や
石
の
位
置
が
よ
う
似
て
い
る
。
こ
れ
は
」 

勝
子
「
お
や
め
く
だ
さ
い
」 

景
時
「
は
い
？
」 

勝
子
「
機
嫌
取
り
の
お
つ
も
り
で
す
か
？
」 

景
時
「
い
え
、
左
様
な
こ
と
は
」 

勝
子
「
わ
ら
わ
の
気
持
ち
は
変
わ
り
ま
せ
ぬ
」 

勝
子
、
景
時
に
向
き
直
る
。 

勝
子
「
妻
に
は
な
り
ま
せ
ぬ
」 

景
時
、
溜
息
を
つ
く
。 

景
時
「
そ
れ
が
通
る
と
ま
こ
と
お
思
い
で
す
か
」 

勝
子
「
え
」 

景
時
「
勝
子
様
の
気
持
ち
一
つ
で
動
く
問
題
と
本
気
で
お
考
え
で
す
か
」 

勝
子
、
景
時
か
ら
視
線
を
逸
ら
す
。 

勝
子
「
そ
れ
で
も
」 



 

 

19 

景
時
「
尾
川
殿
の
思
い
通
り
に
は
な
り
た
く
な
い
と
」 

勝
子
「
何
故
そ
れ
を
」 

景
時
「
勝
子
様
の
生
い
立
ち
は
お
聞
き
し
ま
し
た
」 

勝
子
、
目
を
丸
く
し
て
顔
を
上
げ
る
。 

勝
子
「
一
体
」 

勝
子
、
唇
を
噛
む
。 

勝
子
「
お
鈴
か
」 

景
時
「
哀
れ
な
子
で
す
」 

勝
子
「
な
ん
で
す
と
」 

景
時
「
要
ら
ぬ
苦
労
を
背
負
い
こ
ん
で
い
る
。
あ
な
た
の
幼
さ
の
せ
い
で
」 

勝
子
「
わ
ら
わ
が
幼
い
！
？
」 

勝
子
、
身
を
乗
り
出
す
。 

景
時
「
は
い
」 

景
時
、
勝
子
の
顔
を
じ
っ
と
見
る
。 

景
時
「
通
せ
も
し
な
い
意
地
を
張
り
、
周
り
の
者
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
」 

勝
子
「
あ
な
た
に
、
何
が
わ
か
る
の
で
す
！
」 

勝
子
、
景
時
に
平
手
打
ち
し
よ
う
と
す
る
。
景
時
、
そ
れ

を
受
け
止
め
る
。 

景
時
「
わ
か
り
ま
す
」 

勝
子
、
景
時
を
睨
む
。 

景
時
「
私
の
父
」 景

時
、
咳
払
い
す
る
。 

景
時
「
の
家
臣
も
そ
う
で
し
た
」 

勝
子
「
甲
武
虎
信
様
の
？
」 

景
時
、
頷
く
。 

景
時
「
そ
の
者
の
名
は
霧
生
景
頼
」 

景
時
、
深
呼
吸
す
る
。 

景
時
「
父
の
影
武
者
を
務
め
て
い
た
男
で
す
」 
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景
時
、
拳
を
ギ
ュ
ッ
と
握
る
。 

 

２
３
○ 

（
回
想
）
漆
襲
城
・
広
間
・
内 

甲
武
虎
信
（
５
３
）
が
着
座
の
前
に
座
り
、
そ
の
前
に
山

城
（
４
４
）
、
秋
馬
（
５
６
）
、
景
頼
（
３
２
）
を
含
む
家

臣
団
が
い
る
。 

景
時
の
声
「
霧
生
家
は
甲
武
に
近
い
親
戚
筋
に
あ
た
る
一
族
で
し
た
」 

家
臣
団
、
一
斉
に
平
伏
す
る
。 

景
時
の
声
「
そ
れ
故
か
景
頼
に
野
心
が
芽
生
え
た
そ
う
で
す
」 

勝
子
の
声
「
野
心
？
」 

景
時
の
声
「
同
じ
血
を
引
く
者
同
士
な
ら
己
の
方
が
頭
領
に
ふ
さ
わ
し
い
と
」 

景
頼
、
平
伏
し
た
ま
ま
歯
ぎ
し
り
を
す
る
。 

 

２
４
○ 

（
回
想
）
霧
生
家
の
館
・
玄
関
・
内
（
朝
） 

武
装
し
た
景
頼
が
外
へ
出
よ
う
と
し
て
い
る
。
景
時
（
１

２
）
が
玄
関
の
奥
か
ら
現
れ
る
。 

景
時
の
声
「
そ
し
て
、
景
頼
は
謀
反
を
起
こ
し
た
の
で
す
」 

景
頼
、
景
時
の
頭
を
撫
で
る
。
景
時
、
笑
顔
に
な
る
。 

景
時
の
声
「
し
か
し
、
謀
反
は
速
や
か
に
鎮
圧
さ
れ
ま
し
た
」 

景
頼
、
玄
関
か
ら
出
て
い
く
。
景
時
、
首
を
傾
げ
る
。 

 

２
５
○ 

（
回
想
）
裏
見
川
・
河
川
敷
（
朝
） 

武
装
し
た
霧
生
影
頼
（
３
２
）
が
砂
利
の
上
に
座
っ
て
い

る
。
霧
生
の
兜
に
は
二
本
の
角
が
生
え
て
い
る
が
、
う
ち

一
本
が
折
れ
て
い
る
。
霧
生
の
側
に
は
涙
を
流
す
武
者
が

控
え
て
い
る
。
霧
生
、
小
刀
を
取
り
出
す
。 

景
時
の
声
「
景
頼
は
自
刃
し
」 

霧
生
、
震
え
な
が
ら
息
を
吸
い
込
ん
だ
後
、
切
腹
す
る
。 
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景
時
の
声
「
そ
の
家
族
は
謀
反
人
の
一
族
と
い
う
謗
り
を
受
け
る
よ
う
に
な 

り
ま
し
た
」 

鮮
血
が
砂
利
を
濡
ら
す
。 

 

２
６
○ 
有
洲
城
・
渡
り
廊
下 

雨
が
降
っ
て
い
る
。
景
時
と
勝
子
が
並
ん
で
中
庭
を
見
て

い
る
。 

勝
子
「
そ
の
男
の
家
族
と
い
う
の
は
」 

景
時
「
妻
と
息
子
が
」 

勝
子
「
息
子
？
な
ら
ば
、
死
罪
に
」 

景
時
「
い
え
」 

景
時
、
首
を
振
る
。 

景
時
「
私
が
父
に
助
命
を
願
い
ま
し
た
」 

勝
子
「
雅
信
様
が
？
」 

景
時
、
頷
い
て
目
を
閉
じ
る
。 

景
時
「
今
で
は
我
が
臣
下
と
し
て
忠
誠
を
誓
っ
て
お
り
ま
す
」 

勝
子
「
左
様
で
、
ご
ざ
い
ま
す
か
」 

勝
子
、
腰
の
あ
た
り
で
両
手
を
握
り
合
わ
せ
る
。 

勝
子
「
そ
の
忠
誠
は
ま
こ
と
の
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
」 

景
時
「
当
然
で
し
ょ
う
」 

勝
子
「
父
の
仇
を
討
ち
た
い
と
は
思
わ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
」 

景
時
「
馬
鹿
な
っ
」 

景
時
、
わ
ざ
と
ら
し
く
笑
う
。 

景
時
「
愚
か
な
父
親
の
仇
な
ど
、
討
つ
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ぬ
」 

景
時
、
渡
り
廊
下
の
手
す
り
を
力
強
く
握
る
。
勝
子
、
首

を
傾
げ
る
。
景
時
、
首
を
振
る
。 

景
時
「
む
し
ろ
、
親
に
罪
を
背
負
わ
さ
れ
た
こ
と
を
恨
ん
で
お
り
ま
す
」 

勝
子
「
ま
る
で
己
の
こ
と
の
よ
う
に
話
さ
れ
ま
す
の
ね
」 
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景
時
、
息
を
呑
む
。 

景
時
「
そ
の
臣
下
と
は
兄
弟
同
然
で
ご
ざ
い
ま
す
故
」 

勝
子
「
兄
弟
」 

勝
子
、
天
を
仰
ぐ
。 

勝
子
「
わ
ら
わ
に
も
兄
が
お
り
ま
し
た
。
聞
い
て
お
ら
れ
ま
す
か
？
」 

景
時
「
い
え
」 

勝
子
「
兄
は
戦
の
後
、
尾
川
元
長
に
殺
さ
れ
ま
し
た
」 

景
時
「
な
ん
と
」 

勝
子
「
わ
ら
わ
は
父
上
と
兄
上
の
仇
を
討
ち
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

景
時
「
勝
子
様
」 

勝
子
「
母
上
も
あ
の
男
か
ら
解
放
し
て
差
し
上
げ
た
い
」 

景
時
、
俯
く
。 

勝
子
「
し
か
し
、
女
の
身
で
は
何
も
で
き
ま
せ
ぬ
」 

勝
子
、
涙
を
堪
え
る
。 

勝
子
「
だ
か
ら
、
通
ら
ぬ
意
地
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、
わ
ら
わ
は
」 

景
時
「
そ
れ
で
も
、
耐
え
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
す
」 

勝
子
「
わ
ら
わ
に
は
で
き
ま
せ
ぬ
！
」 

勝
子
、
中
庭
に
飛
び
出
す
。 

景
時
「
勝
子
様
！
？
」 

景
時
、
勝
子
を
追
っ
て
中
庭
へ
向
か
う
。 

 

２
７
○ 

同
・
中
庭
（
朝
） 

土
砂
降
り
で
あ
る
。
勝
子
、
膝
を
つ
き
、
天
を
見
上
げ
て

泣
い
て
い
る
。
勝
子
の
涙
は
雨
と
一
緒
く
た
に
な
っ
て
流

れ
て
い
る
。
雅
信
と
瓜
二
つ
の
顔
を
し
た
景
時
が
勝
子
の

下
に
や
っ
て
く
る
。
景
時
の
化
粧
が
雨
で
流
さ
れ
始
め
て

い
る
。 

景
時
「
勝
子
様
！
」 



 

 

23 

景
時
、
勝
子
の
隣
に
膝
を
つ
く
。 

景
時
「
お
体
に
障
り
ま
す
。
戻
り
ま
し
ょ
う
」 

勝
子
、
景
時
の
顔
を
見
て
目
を
見
開
く
。 

勝
子
「
そ
の
お
顔
は
？
」 

景
時
、
右
腕
側
の
袖
で
顔
を
隠
そ
う
と
し
、
顔
の
右
半
分

の
化
粧
を
拭
っ
て
し
ま
う
。
勝
子
、
景
時
の
腕
を
掴
ん
で

よ
け
、
景
時
の
顔
を
見
る
。
景
時
の
顔
は
右
半
分
が
素
顔
、

左
半
分
が
雅
信
と
瓜
二
つ
と
な
っ
て
い
る
。
化
粧
は
以
後

も
徐
々
に
流
れ
落
ち
続
け
る
。 

勝
子
「
あ
な
た
様
、
否
、
そ
ち
は
何
者
じ
ゃ
」 

景
時
、
項
垂
れ
る
。 

景
時
「
甲
武
雅
信
様
が
影
武
者
、
霧
生
景
時
に
ご
ざ
い
ま
す
」 

勝
子
「
影
武
者
？
霧
生
？
」 

勝
子
、
は
っ
と
息
を
呑
む
。 

勝
子
「
か
の
臣
下
と
は
そ
ち
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
」 

景
時
、
頷
く
。
勝
子
、
手
を
地
面
に
つ
け
て
握
る
。 

勝
子
「
わ
ら
わ
を
欺
い
て
お
っ
た
の
か
」 

景
時
「
ご
無
礼
を
お
許
し
く
だ
さ
い
」 

景
時
、
勝
子
を
真
っ
す
ぐ
見
つ
め
る
。 

景
時
「
我
ら
も
ま
た
、
勝
子
様
と
同
じ
思
い
故
の
所
業
に
ご
ざ
い
ま
す
れ
ば
」 

勝
子
「
わ
ら
ら
と
同
じ
と
な
？
」 

景
時
、
勝
子
の
下
へ
進
み
出
る
と
、
そ
の
耳
元
に
囁
く
。 

景
時
「
尾
川
の
意
の
ま
ま
に
な
り
た
く
は
な
い
、
と
」 

勝
子
「
し
か
ら
ば
、
何
故
あ
の
男
と
手
を
組
む
」 

景
時
「
我
が
主
の
悲
願
達
成
の
た
め
」 

勝
子
「
悲
願
？
」 

景
時
「
天
下
統
一
」 

勝
子
、
目
を
見
開
い
て
景
時
を
見
る
。 
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景
時
「
い
ず
れ
は
、
尾
川
も
傘
下
に
加
え
ま
し
ょ
う
ぞ
」 

景
時
、
勝
子
と
目
を
合
わ
せ
る
。
景
時
の
顔
の
化
粧
は
完

全
に
流
れ
落
ち
て
い
る
。 

景
時
「
勝
子
様
、
甲
武
へ
参
ら
れ
ま
せ
」 

勝
子
「
し
か
し
」 

景
時
「
こ
の
城
は
尾
川
が
作
り
し
鳥
籠
、
そ
の
中
で
一
人
抗
っ
て
も
さ
え
ず 

り
に
し
か
な
り
ま
せ
ぬ
」 

勝
子
、
俯
く
。 

景
時
「
さ
れ
ど
」 勝

子
、
景
時
を
見
上
げ
る
。 

景
時
「
山
国
の
虎
、
甲
武
の
御
内
儀
と
も
な
れ
ば
あ
の
男
と
て
無
視
で
き
ま 

す
ま
い
」 

勝
子
「
し
て
、
ど
う
す
る
と
い
う
の
じ
ゃ
」 

景
時
「
共
に
戦
い
ま
し
ょ
う
、
あ
の
男
の
喉
笛
に
食
ら
い
つ
く
の
で
す
」 

勝
子
、
ふ
っ
と
笑
う
。 

勝
子
「
影
武
者
と
は
い
え
、
和
睦
の
使
者
と
は
思
え
ぬ
言
葉
じ
ゃ
な
」 

景
時
「
い
や
、
そ
れ
は
」 

景
時
、
勝
子
か
ら
視
線
を
逸
ら
す
。 

勝
子
「
じ
ゃ
が
」 

景
時
「
は
っ
」 

景
時
、
勝
子
を
見
る
。 

勝
子
「
先
の
説
教
よ
り
余
程
心
に
響
い
た
わ
」 

勝
子
「
勝
子
様
」 景

時
と
勝
子
、
見
つ
め
合
う
。
雨
が
止
む
。 

 

２
８
○ 

同
・
中
庭 

勝
子
と
景
時
が
池
の
畔
の
石
の
上
に
座
っ
て
い
る
。
勝
子

は
口
に
手
を
当
て
て
笑
っ
て
い
る
。
景
時
は
雅
信
と
瓜
二
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つ
の
顔
に
な
っ
て
い
る
。 

勝
子
「
な
ん
と
、
ク
マ
が
」 

景
時
「
ま
さ
か
人
里
に
、
し
か
も
冬
に
出
て
く
る
と
は
思
い
ま
せ
な
ん
だ
」 

勝
子
「
げ
に
恐
ろ
し
き
こ
と
よ
の
」 

景
時
「
え
え
。
そ
れ
に
仕
留
め
た
後
も
」 

勝
子
「
何
ぞ
あ
っ
た
の
か
？
」 

景
時
「
妙
に
痩
せ
て
い
て
不
味
い
の
な
ん
の
」 

勝
子
「
食
べ
た
の
か
！
？
」 

景
時
「
は
、
ま
あ
」 

勝
子
「
信
じ
ら
れ
ぬ
」 

景
時
「
さ
ほ
ど
に
お
か
し
い
で
し
ょ
う
か
」 

景
時
、
頭
を
ポ
リ
ポ
リ
と
掻
く
。
手
紙
を
持
っ
た
お
鈴
が

二
人
の
下
に
走
っ
て
く
る
。 

お
鈴
「
雅
信
様
！
」 

景
時
「
お
鈴
」 

お
鈴
「
甲
武
の
方
か
ら
文
が
」 

お
鈴
、
景
時
に
手
紙
を
渡
す
。
景
時
、
手
紙
を
確
認
す
る
。

勝
子
、
咳
払
い
す
る
。 

勝
子
「
い
か
が
さ
れ
ま
し
た
？
」 

景
時
「
そ
ろ
そ
ろ
帰
参
せ
よ
と
の
お
達
し
で
」 

勝
子
、
俯
く
。 

勝
子
「
左
様
に
ご
ざ
い
ま
す
か
」 

景
時
「
勝
子
様
」 

勝
子
「
な
ん
で
す
？
」 

景
時
、
勝
子
に
近
づ
い
て
囁
く
。 

景
時
「
勝
子
様
が
某
の
正
体
を
知
っ
た
こ
と
は
我
が
主
君
に
も
」 

勝
子
「
安
心
せ
い
、
口
外
は
せ
ぬ
」 

お
鈴
「
ど
う
か
さ
れ
ま
し
た
か
？
」 
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勝
子
「
何
、
大
し
た
こ
と
で
は
な
い
」 

景
時
、
立
ち
上
が
る
。 

景
時
「
で
は
、
旅
支
度
を
せ
ね
ば
」 

勝
子
「
お
待
ち
を
」 

景
時
、
勝
子
を
見
つ
め
る
。 

勝
子
「
も
う
し
ば
ら
く
、
こ
こ
に
い
て
も
よ
い
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
か
」 

景
時
、
勝
子
を
見
つ
め
、
目
を
逸
ら
す
。 

景
時
「
い
え
、
甲
武
の
者
と
し
て
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
故
」 

勝
子
、
俯
く
。 

景
時
「
ま
た
、
我
が
居
城
に
て
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
」 

景
時
、
城
内
へ
向
か
っ
て
歩
き
始
め
る
。
景
時
、
自
ら
の

顔
を
手
で
覆
い
、
指
を
突
き
立
て
る
。 

 

２
９
○ 

漆
襲
城
・
外
観 

城
の
周
り
の
木
々
が
緑
に
色
づ
い
て
い
る
。
空
に
は
入
道

雲
が
あ
る
。 

 

３
０
○ 

同
・
虎
信
の
部
屋
・
内 

や
つ
れ
、
顔
が
黒
ず
ん
だ
虎
信
が
布
団
に
横
に
な
っ
て
お

り
、
そ
の
脇
に
頭
に
近
い
方
か
ら
雅
信
、
景
時
の
順
に
座

っ
て
い
る
。
雅
信
の
隣
に
手
紙
が
置
い
て
あ
る
。 

虎
信
「
左
様
か
。
勝
子
殿
は
中
々
面
白
き
お
方
の
よ
う
だ
な
」 

景
時
、
視
線
を
落
と
す
。 

景
時
「
き
っ
と
、
良
き
奥
方
に
な
ら
れ
る
で
し
ょ
う
」 

虎
信
「
そ
れ
を
聞
け
て
安
心
し
た
わ
」 

虎
信
、
深
々
と
溜
息
を
つ
く
。 

虎
信
「
そ
な
た
を
遣
わ
せ
て
、
却
っ
て
よ
か
っ
た
や
も
し
れ
ぬ
な
」 

雅
信
、
膝
の
上
で
拳
を
握
る
。
景
時
、
そ
れ
を
見
て
慌
て
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て
言
う
。 

景
時
「
ご
冗
談
を
」 

虎
信
「
無
論
冗
談
よ
。
雅
信
」 

雅
信
「
は
っ
」 

虎
信
「
輿
入
れ
は
十
日
後
と
な
る
、
そ
れ
ま
で
に
」 

虎
信
、
雅
信
の
隣
の
手
紙
に
視
線
を
送
る
。 

虎
信
「
景
時
の
報
告
を
よ
く
読
み
こ
ん
で
お
け
」 

雅
信
「
は
っ
」 

虎
信
「
景
時
が
名
代
で
あ
っ
た
こ
と
を
気
取
ら
れ
て
は
な
ら
ぬ
」 

景
時
、
虎
信
と
雅
信
か
ら
視
線
を
逸
ら
す
。 

雅
信
「
承
知
つ
か
ま
つ
り
ま
し
た
」 

虎
信
、
天
井
を
見
つ
め
る
。 

雅
信
「
父
上
？
」 

虎
信
「
い
や
、
下
が
る
が
よ
い
」 

景
時
「
は
っ
」 

雅
信
と
景
時
、
部
屋
を
出
る
。
虎
信
、
二
人
が
部
屋
を
出

た
の
を
確
認
し
て
咳
き
こ
む
。 

 

３
１
○ 

同
・
門
前
・
外
（
夕
） 

景
時
が
数
人
の
兵
士
を
伴
っ
て
門
の
前
に
立
っ
て
い
る
。

門
外
か
ら
輿
入
れ
の
行
列
が
や
っ
て
来
る
。
籠
の
中
に
は

婚
礼
の
装
束
を
着
た
勝
子
が
い
る
。
景
時
、
籠
の
前
に
行

き
、
片
膝
立
ち
に
な
る
。 

景
時
「
こ
こ
よ
り
は
某
が
案
内
い
た
し
ま
す
」 

景
時
、
頭
を
下
げ
る
。
勝
子
、
涙
を
堪
え
て
景
時
を
見
る
。 

景
時
「
勝
子
様
？
」 

勝
子
、
袖
で
顔
を
隠
し
て
涙
を
拭
う
。 

勝
子
「
あ
い
わ
か
っ
た
。
よ
ろ
し
ゅ
う
頼
む
」 
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景
時
「
は
っ
」 

景
時
の
先
導
で
、
輿
入
れ
の
行
列
が
門
内
に
入
る
。 

 
３
２
○ 

同
・
渡
り
廊
下
（
夜
） 

中
庭
の
見
え
る
渡
り
廊
下
。
景
時
が
勝
子
に
先
立
っ
て
歩

い
て
い
る
。
勝
子
、
立
ち
止
ま
っ
て
中
庭
を
見
る
。 

勝
子
「
以
前
申
し
て
お
っ
た
な
」 

景
時
、
勝
子
を
振
り
返
る
。 

勝
子
「
尾
川
の
城
と
こ
の
城
の
庭
が
よ
く
似
て
お
る
と
」 

景
時
「
は
い
」 

勝
子
「
こ
こ
は
京
の
崇
源
寺
の
庭
に
似
せ
て
作
っ
て
お
る
の
だ
ろ
う
？
」 

景
時
「
そ
の
よ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
す
。
尾
川
様
の
城
も
？
」 

勝
子
、
頷
く
。 

勝
子
「
母
上
の
望
み
で
な
」 

景
時
「
お
母
上
の
？
」 

勝
子
、
頷
く
。 

勝
子
「
か
の
城
で
母
上
が
唯
一
申
さ
れ
た
我
が
儘
じ
ゃ
」 

景
時
「
そ
れ
は
ま
た
、
何
故
」 

勝
子
「
崇
源
寺
は
父
と
母
に
と
っ
て
思
い
出
の
地
で
あ
っ
た
そ
う
で
な
」 

景
時
「
左
様
で
」 勝

子
、
景
時
に
向
か
っ
て
微
笑
む
。 

景
時
「
い
か
が
さ
れ
ま
し
た
か
？
」 

勝
子
「
か
の
庭
で
わ
ら
わ
と
そ
ち
が
出
会
っ
た
の
も
縁
と
い
う
も
の
か
の
う
」 

景
時
、
勝
子
か
ら
目
を
逸
ら
す
。 

景
時
「
某
に
と
っ
て
も
、
使
命
を
果
た
せ
た
思
い
出
深
き
地
に
ご
ざ
い
ま
す
」 

勝
子
、
景
時
を
睨
む
。 

勝
子
「
使
命
？
」 

景
時
「
勝
子
様
を
、
こ
の
城
に
お
連
れ
す
る
と
い
う
」 
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勝
子
「
左
様
か
」 勝

子
、
拳
を
握
る
。 

勝
子
「
わ
ら
わ
を
雅
信
様
の
妻
に
す
る
こ
と
が
そ
ち
の
本
望
か
？
」 

景
時
、
ギ
ュ
ッ
と
目
を
閉
じ
、
片
膝
立
ち
に
な
っ
て
頭
を

下
げ
る
。 

景
時
「
そ
れ
が
我
が
使
命
、
忠
義
に
ご
ざ
い
ま
す
れ
ば
」 

勝
子
、
拳
を
一
層
強
く
握
り
し
め
た
後
、
肩
を
落
と
す
。 

勝
子
「
左
様
か
」 景

時
、
立
ち
上
が
っ
て
勝
子
に
背
を
向
け
る
。 

景
時
「
参
り
ま
し
ょ
う
、
若
が
お
待
ち
で
す
」 

景
時
、
歩
き
出
す
。
勝
子
、
今
一
度
中
庭
を
見
た
後
景
時

を
追
う
。 

 

３
３
○ 

同
・
御
殿
・
内
（
夜
） 

勝
子
と
雅
信
が
並
ん
で
座
っ
て
い
る
。 

 

３
４
○ 

同
・
中
庭
（
夜
） 

景
時
が
池
の
畔
の
石
の
上
に
座
っ
て
い
る
。 

 

３
５
○ 

同
・
御
殿
・
内
（
夜
） 

勝
子
と
雅
信
が
並
ん
で
座
っ
て
い
る
。
二
人
は
盃
を
口
に

す
る
。 

 

３
６
○ 

同
・
中
庭
（
夜
） 

景
時
が
池
の
畔
の
石
の
上
に
座
っ
て
い
る
。
景
時
の
目
か

ら
涙
が
一
筋
流
れ
る
。 

景
時
「
あ
」 

景
時
の
手
の
甲
に
涙
が
落
ち
る
。 
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３
７
○ 

同
・
外
観
（
朝
） 

城
の
周
囲
の
木
々
が
紅
葉
を
迎
え
て
い
る
。 

 
３
８
○ 

同
・
渡
り
廊
下
（
朝
） 

勝
子
が
渡
り
廊
下
を
歩
い
て
い
る
。
勝
子
、
中
庭
の
方
を

見
る
。
中
庭
の
池
の
畔
に
は
景
時
と
お
鈴
が
い
る
。 

 

３
９
○ 

同
・
中
庭
（
朝
） 

お
鈴
が
池
の
鯉
に
餌
を
や
っ
て
い
る
。
景
時
が
お
鈴
の
隣

に
立
っ
て
腕
を
組
ん
で
い
る
。
勝
子
、
二
人
の
背
後
か
ら

近
づ
い
て
い
く
。 

景
時
「
お
鈴
よ
、
ど
う
だ
、
こ
の
城
で
の
暮
ら
し
に
は
慣
れ
た
か
？
」 

お
鈴
「
は
い
！
で
す
が
」 

景
時
「
な
ん
だ
？
」 

お
鈴
「
近
頃
、
姫
様
、
い
え
、
奥
方
様
が
景
時
様
の
お
話
ば
か
り
で
」 

勝
子
、
慌
て
て
お
鈴
に
駆
け
寄
る
。 

勝
子
「
何
を
申
す
か
！
」 

お
鈴
「
奥
方
様
！
」 

勝
子
「
左
様
な
こ
と
は
あ
る
ま
い
、
そ
ち
の
思
い
過
ご
し
じ
ゃ
」 

景
時
、
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
と
お
鈴
と
勝
子
を
見
る
。 

お
鈴
「
い
え
！
そ
れ
に
今
だ
っ
て
」 

景
時
「
ん
？
」 

お
鈴
「
せ
っ
か
く
私
が
景
時
様
と
お
喋
り
し
て
い
た
の
に
割
っ
て
入
っ
て
く 

る
ん
で
す
も
の
」 

勝
子
と
景
時
、
顔
を
見
合
わ
せ
て
笑
う
。 

勝
子
「
な
ん
じ
ゃ
、
焼
き
も
ち
か
」 

お
鈴
「
ち
、
違
い
ま
す
！
」 

景
時
、
お
鈴
の
頭
を
撫
で
る
。 
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景
時
「
ま
た
遊
ん
で
や
る
故
、
奥
方
様
を
お
許
し
申
し
上
げ
よ
」 

お
鈴
「
景
時
様
ま
で
」 

お
鈴
、
頬
を
膨
ら
ま
せ
る
。
景
時
と
勝
子
、
笑
う
。 

 

４
０
○ 
同
・
渡
り
廊
下
（
朝
） 

雅
信
が
柱
の
陰
に
隠
れ
て
中
庭
を
見
て
い
る
。
中
庭
で
は

景
時
、
勝
子
、
お
鈴
が
笑
い
あ
っ
て
い
る
。
雅
信
、
唇
を

噛
む
。 

 

４
１
○ 

同
・
虎
信
の
部
屋
・
内 

痩
せ
こ
け
、
黒
ず
ん
だ
肌
の
虎
信
が
布
団
で
横
に
な
っ
て

い
る
。
虎
信
は
口
を
半
開
き
に
し
て
い
る
。
そ
の
脇
に
景

時
が
座
っ
て
い
る
。 

景
時
「
越
後
か
ら
降
伏
の
文
が
届
き
ま
し
て
ご
ざ
い
ま
す
」 

虎
信
「
左
様
か
」 

景
時
「
天
下
統
一
の
悲
願
、
も
う
す
ぐ
」 

虎
信
、
首
を
振
る
。 

景
時
「
御
屋
形
様
？
」 

虎
信
「
儂
は
も
う
長
く
な
い
」 

景
時
「
何
を
弱
気
な
！
」 

虎
信
「
甲
武
の
天
下
統
一
は
泡
沫
と
消
え
る
の
じ
ゃ
」 

虎
信
、
ギ
ュ
ッ
と
目
を
閉
じ
る
。 

景
時
「
甲
武
の
と
申
さ
れ
る
な
ら
雅
信
様
と
て
」 

虎
信
、
景
時
を
睨
む
。 

虎
信
「
景
時
よ
」 

景
時
「
は
っ
？
」 

虎
信
「
雅
信
に
、
天
下
は
獲
れ
る
か
？
」 

景
時
「
き
っ
と
！
」 
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虎
信
、
天
を
仰
ぐ
。 

虎
信
「
あ
れ
は
優
し
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
？
」 

景
時
「
優
し
さ
は
若
の
美
徳
で
す
」 

虎
信
「
乱
世
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
」 

景
時
「
そ
ん
な
」 

虎
信
「
儂
は
、
あ
の
子
を
大
事
に
大
事
に
と
思
い
」 

景
時
「
御
屋
形
様
」 

虎
信
「
育
て
方
を
間
違
え
て
し
ま
っ
た
の
や
も
し
れ
ぬ
」 

景
時
「
左
様
な
こ
と
は
、
決
し
て
左
様
な
こ
と
は
」 

虎
信
、
布
団
の
隙
間
か
ら
力
な
く
手
を
出
す 

虎
信
「
雅
信
、
雅
信
を
、
頼
む
」 

景
時
、
虎
信
の
手
を
取
ろ
う
と
す
る
。
虎
信
、
咳
き
こ
み

始
め
る
。 

景
時
「
御
屋
形
様
？
」 

虎
信
の
口
か
ら
血
が
溢
れ
る
。 

景
時
「
御
屋
形
様
！
」 

襖
が
勢
い
よ
く
開
き
、
雅
信
が
入
っ
て
く
る
。
景
時
、
雅

信
を
見
る
。 

景
時
「
若
！
」 

雅
信
「
父
上
！
」 雅

信
、
虎
信
に
駆
け
寄
る
。 

雅
信
「
父
上
！
父
上
！
」 

景
時
、
立
ち
上
が
り
、
部
屋
の
出
口
へ
向
か
う
。 

景
時
「
薬
師
を
呼
ん
で
ま
い
り
ま
す
！
」 

虎
信
、
震
え
る
手
を
天
に
差
し
出
す
。 

虎
信
「
天
下
」 

景
時
、
虎
信
を
振
り
返
る
。 

虎
信
「
我
が
、
手
に
」 
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虎
信
の
手
が
ス
ト
ン
と
お
ろ
さ
れ
、
虎
信
の
目
が
閉
じ
ら

れ
る
。 

雅
信
「
父
上―

！
」 

雅
信
、
動
か
な
く
な
っ
た
虎
信
に
縋
っ
て
泣
く
。
景
時
、

呆
然
と
そ
の
光
景
を
見
る
。 

 

４
２
○ 

同
・
外
観 

曇
天
で
あ
る
。
城
の
周
囲
の
木
々
が
葉
を
落
と
し
始
め
て

い
る
。 

 

４
３
○ 

同
・
広
間
・
内 

雅
信
が
着
座
の
間
に
座
っ
て
い
る
。
そ
の
正
面
に
景
時
、

山
城
、
秋
馬
を
含
む
家
臣
団
が
座
っ
て
い
る
。
山
城
と
秋

馬
は
隣
同
士
に
座
っ
て
い
る
。
雅
信
、
腰
を
浮
か
せ
る
。 

雅
信
「
尾
川
殿
が
、
挙
兵
し
た
だ
と
！
？
」 

景
時
「
は
っ
。
そ
う
報
告
を
受
け
ま
し
て
ご
ざ
い
ま
す
」 

雅
信
、
ド
サ
っ
と
座
り
直
す
。
雅
信
、
力
な
く
首
を
振
る
。 

雅
信
「
我
ら
に
は
、
同
盟
が
」 

山
城
「
端
か
ら
、
先
代
が
亡
く
な
る
ま
で
の
時
間
稼
ぎ
だ
っ
た
の
で
ご
ざ
い 

ま
し
ょ
う
」 

雅
信
、
拳
を
握
る
。 

雅
信
「
こ
の
私
な
ら
、
容
易
に
打
ち
倒
せ
る
と
踏
ん
で
の
こ
と
か
」 

景
時
「
御
屋
形
様
」 

景
時
、
雅
信
に
手
を
伸
ば
し
か
け
、
や
め
る
。 

山
城
「
い
か
が
い
た
し
ま
し
ょ
う
」 

雅
信
、
立
ち
上
が
る
。 

雅
信
「
義
は
我
ら
に
あ
り
！
尾
川
を
討
つ
！
」 

ど
よ
め
く
家
臣
達
。 
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秋
馬
「
し
、
し
か
し
尾
川
と
正
面
か
ら
戦
う
と
い
う
の
は
」 

雅
信
「
籠
城
戦
な
ら
問
題
あ
る
ま
い
」 

秋
馬
「
籠
城
？
」 雅

信
、
家
臣
団
の
向
こ
う
へ
と
視
線
を
向
け
る
。 

 

４
４
○ 

同
・
外
観 

曇
天
で
あ
る
。
城
の
周
囲
の
木
々
は
葉
を
落
と
し
始
め
て

い
る
。 

雅
信
の
声
「
我
が
城
は
険
し
い
山
々
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
地
に
慣
れ
ぬ 

尾
川
の
兵
は
自
由
に
は
動
け
ま
い
」 

 

４
５
○ 

同
・
広
間
・
内 

着
座
の
間
で
仁
王
立
ち
す
る
雅
信
。
そ
の
正
面
に
景
時
、

山
城
、
秋
馬
を
含
む
家
臣
団
が
控
え
て
い
る
。
山
城
と
秋

馬
は
隣
同
士
に
座
っ
て
い
る
。 

雅
信
「
そ
こ
を
我
が
甲
武
の
騎
馬
隊
で
叩
く
！
」 

雅
信
、
拳
を
掌
に
打
ち
付
け
る
。
ど
よ
め
く
家
臣
達
。
秋

馬
、
山
城
に
耳
打
ち
す
る
。 

秋
馬
「
御
屋
形
様
が
か
よ
う
に
勇
猛
と
は
」 

山
城
「
先
代
が
乗
り
移
っ
た
よ
う
じ
ゃ
」 

景
時
、
眉
間
に
皺
を
寄
せ
る
。 

雅
信
「
者
共
、
戦
支
度
を
せ
よ
！
」 

家
臣
団
、
鬨
の
声
を
挙
げ
る
。 

雅
信
「
景
時
」 

景
時
「
は
っ
」 

雅
信
「
今
田
に
書
状
を
。
援
軍
を
仰
げ
」 

景
時
「
御
意
」 

景
時
、
一
礼
し
て
広
間
を
出
る
。 
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４
６
○ 

同
・
外 景

時
が
広
間
か
ら
出
て
戸
を
閉
め
る
。
景
時
、
溜
息
を
つ

い
て
歩
き
出
す
。 

勝
子
の
声
「
景
時
」 

景
時
が
振
り
返
る
と
勝
子
が
い
る
。
勝
子
の
顔
は
赤
ら
み
、

息
が
荒
い
。 

景
時
「
奥
方
様
」 景

時
、
勝
子
の
下
へ
向
か
う
と
、
勝
子
を
連
れ
て
広
間
の

前
か
ら
去
る
。 

 

４
７
○ 

同
・
廊
下 

景
時
と
勝
子
が
向
か
い
合
っ
て
立
っ
て
い
る
。 

勝
子
「
あ
の
男
と
、
戦
を
す
る
の
じ
ゃ
な
」 

景
時
、
一
瞬
俯
く
。 

景
時
「
は
い
」 

勝
子
「
あ
の
男
の
こ
と
、
い
つ
か
は
こ
う
な
る
定
め
だ
っ
た
の
じ
ゃ
ろ
う
」 

勝
子
、
震
え
て
俯
く
。 

景
時
「
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
」 

勝
子
、
景
時
を
見
上
げ
る
。 

景
時
「
か
よ
う
な
事
態
に
な
る
前
に
な
ん
と
か
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
」 

勝
子
「
景
時
」 

勝
子
、
ふ
ら
つ
く
。
景
時
、
勝
子
の
肩
を
抱
き
、
そ
の
額

に
手
を
当
て
る
。 

景
時
「
熱
い
」 

勝
子
、
苦
笑
い
す
る
。 

勝
子
「
山
の
冬
は
慣
れ
ぬ
の
で
な
」 

景
時
「
ご
安
静
に
し
て
く
だ
さ
い
」 

勝
子
「
戦
と
な
れ
ば
そ
う
も
ゆ
か
ぬ
じ
ゃ
ろ
う
」 
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景
時
「
い
え
」 

勝
子
、
景
時
を
見
つ
め
る
。 

景
時
「
奥
方
様
は
某
が
お
守
り
申
し
上
げ
ま
す
故
」 

景
時
と
勝
子
、
見
つ
め
合
う
。
廊
下
の
曲
が
り
角
か
ら
雅

信
が
そ
れ
を
見
て
い
る
。 

 

４
８
○ 

平
野 

山
に
囲
ま
れ
た
平
野
。
遠
く
に
漆
襲
城
が
見
え
る
。
騎
馬

隊
を
中
心
と
す
る
甲
武
軍
と
、
火
縄
銃
を
持
っ
た
兵
を
中

心
と
す
る
尾
川
軍
と
が
戦
っ
て
い
る
。
景
時
は
馬
に
乗
っ

て
戦
い
に
参
加
し
て
い
る
。
甲
武
軍
の
一
部
が
城
へ
と
逃

げ
出
し
つ
つ
あ
る
。 

景
時
「
退
く
な
ー
！
地
の
利
は
我
ら
に
あ
る
！
」 

弾
が
景
時
の
乗
る
馬
に
当
た
る
。
馬
は
い
な
な
い
て
暴
れ

だ
し
、
景
時
を
振
り
落
と
す
。
景
時
、
背
中
か
ら
地
面
に

落
ち
て
気
絶
す
る
。 

 

４
９
○ 

同
・
景
時
の
部
屋
・
内
（
夕
） 

景
時
が
布
団
で
横
に
な
っ
て
い
る
。
お
鈴
が
そ
の
脇
に
座

り
、
濡
れ
た
手
拭
い
を
絞
っ
て
い
る
。
景
時
、
目
を
開
け

る
。
景
時
の
目
は
虚
ろ
で
あ
る
。 

お
鈴
「
景
時
様
！
」 

景
時
「
お
鈴
か
、
某
は
一
体
」 

景
時
、
顔
を
歪
め
、
背
中
に
手
を
当
て
る
。 

景
時
「
そ
う
か
、
馬
か
ら
落
ち
て
」 

お
鈴
「
三
日
も
寝
て
お
ら
れ
た
の
で
す
」 

景
時
、
目
を
見
開
く
。 

景
時
「
三
日
！
？
戦
は
ど
う
な
っ
た
！
？
」 
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お
鈴
「
今
は
尾
川
の
軍
も
攻
め
て
き
て
は
お
り
ま
せ
ぬ
」 

景
時
「
な
ん
だ
と
？
何
故
」 

お
鈴
、
ハ
ッ
と
口
を
開
け
る
。 

お
鈴
「
そ
れ
が
！
奥
方
様
が
！
」 

景
時
「
何
が
あ
っ
た
！
？
」 

お
鈴
「
御
屋
形
様
が
奥
方
様
を
人
質
と
し
て
館
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
の
で
す
」 

景
時
「
な
ん
だ
と
」 

景
時
、
お
の
の
く
。 

 

５
０
○ 

同
・
天
守
閣
・
内
（
夕
） 

雅
信
が
手
紙
を
手
に
外
の
景
色
を
見
下
ろ
し
て
い
る
。
外

で
は
尾
川
軍
が
漆
襲
城
を
取
り
囲
ん
で
い
る
。
景
時
が
天

守
閣
に
入
っ
て
く
る
。 

景
時
「
御
屋
形
様
！
」 

雅
信
、
景
時
を
振
り
返
る
。 

雅
信
「
よ
う
や
く
目
覚
め
た
か
。
心
配
し
た
ぞ
」 

景
時
「
奥
方
様
を
幽
閉
し
た
と
い
う
の
は
ま
こ
と
で
す
か
！
？
」 

雅
信
、
顔
を
し
か
め
る
。 

雅
信
「
あ
あ
」 

景
時
「
何
故
左
様
に
む
ご
い
こ
と
を
」 

雅
信
、
手
紙
に
視
線
を
落
と
す
。 

景
時
「
そ
の
書
状
は
？
」 

雅
信
「
挙
兵
の
報
を
受
け
て
ほ
ど
な
く
し
て
、
尾
川
か
ら
届
い
た
の
だ
」 

景
時
「
左
様
な
も
の
が
あ
っ
た
と
は
、
知
り
ま
せ
な
ん
だ
」 

雅
信
「
勝
子
を
引
き
渡
し
、
降
伏
す
れ
ば
甲
武
の
存
続
は
許
す
と
」 

景
時
「
な
ん
で
す
と
」 

雅
信
「
勝
子
の
母
は
藤
原
氏
に
連
な
る
名
家
の
出
と
聞
く
」 

雅
信
、
尾
川
軍
を
見
下
ろ
す
。 
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雅
信
「
上
洛
を
目
前
と
し
、
そ
の
血
筋
を
利
用
し
た
く
な
っ
た
よ
う
だ
な
」 

景
時
「
今
か
ら
で
も
遅
く
は
あ
り
ま
せ
ぬ
！
尾
川
の
提
案
を
」 

雅
信
「
そ
の
必
要
は
な
い
！
」 

雅
信
、
手
紙
を
握
り
つ
ぶ
す
と
景
時
に
向
き
直
る
。 

雅
信
「
も
う
じ
き
大
雪
が
降
り
始
め
る
」 

景
時
「
は
っ
？
」 

雅
信
「
さ
す
れ
ば
、
今
度
こ
そ
我
ら
が
圧
倒
的
に
有
利
と
な
ろ
う
」 

景
時
「
そ
れ
ま
で
こ
の
城
は
も
ち
ま
す
ま
い
」 

雅
信
「
も
た
せ
て
み
せ
る
の
だ
」 

景
時
「
城
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
、
奥
方
様
も
」 

雅
信
「
勝
子
か
」 

景
時
「
奥
方
様
は
病
の
身
、
幽
閉
生
活
に
は
耐
え
ら
れ
ま
せ
ぬ
」 

雅
信
、
景
時
に
背
を
向
け
る
。 

雅
信
「
あ
れ
も
武
家
の
女
だ
。
覚
悟
は
し
て
お
ろ
う
」 

景
時
「
御
屋
形
様
！
」 

景
時
、
雅
信
の
肩
を
掴
ん
で
自
分
の
方
へ
振
り
向
か
せ
る
。 

雅
信
「
そ
な
た
は
！
」 

雅
信
、
景
時
の
腕
を
つ
か
む
。 

雅
信
「
甲
武
の
家
と
勝
子
、
ど
ち
ら
を
と
る
と
い
う
の
だ
！
」 

景
時
「
そ
ん
な
」 

雅
信
「
私
は
甲
武
の
頭
領
と
し
て
、
こ
の
戦
勝
た
ね
ば
な
ら
ぬ
の
だ
」 

雅
信
、
両
手
を
上
げ
て
拳
を
握
る
。 

雅
信
「
そ
し
て
必
ず
や
、
天
下
統
一
を
」 

景
時
、
雅
信
に
背
を
向
け
て
天
守
閣
を
去
る
。 

 

５
１
○ 

同
・
渡
り
廊
下
（
夕
） 

中
庭
が
見
え
る
渡
り
廊
下
。
景
時
、
中
庭
の
池
の
あ
た
り

を
見
つ
め
な
が
ら
、
手
す
り
を
握
っ
て
い
る
。
景
時
、
手
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す
り
を
強
く
握
る
。
手
す
り
に
亀
裂
が
入
る
。
景
時
、
渡

り
廊
下
を
去
る
。 

 
５
２
○ 

同
・
双
葉
の
館
・
内
（
夜
） 

真
赤
な
顔
で
息
の
荒
い
勝
子
が
柱
に
も
た
れ
か
か
っ
て
い

る
。 

見
張
り
の
声
「
御
屋
形
様
！
ど
う
ぞ
お
入
り
く
だ
さ
い
」 

雅
信
と
瓜
二
つ
の
顔
を
し
た
景
時
が
入
っ
て
く
る
。
勝
子
、

身
を
強
張
ら
せ
る
。
景
時
、
戸
を
閉
め
て
勝
子
に
近
づ
く
。
。 

景
時
「
奥
方
様
、
某
で
す
。
霧
生
景
時
で
す
」 

勝
子
「
な
ん
じ
ゃ
と
？
」 

景
時
、
勝
子
の
前
で
片
膝
立
ち
に
な
る
。
勝
子
、
景
時
の

顔
に
触
れ
て
微
笑
す
る
。 

勝
子
「
な
ん
と
、
懐
か
し
き
も
の
よ
」 

景
時
、
目
を
ギ
ュ
ッ
と
閉
じ
、
勝
子
を
真
っ
す
ぐ
見
る
。 

景
時
「
至
急
、
こ
こ
を
出
ま
し
ょ
う
」 

勝
子
「
何
？
」 

景
時
「
尾
川
へ
も
話
を
通
し
て
お
り
ま
す
」 

勝
子
「
な
ん
じ
ゃ
と
、
し
か
し
」 

勝
子
、
唾
を
飲
み
込
む
。 

勝
子
「
そ
ち
は
、
そ
れ
で
よ
い
の
か
」 

景
時
「
決
心
の
上
で
す
」 

景
時
、
勝
子
の
手
を
引
い
て
立
ち
上
が
ら
せ
る
。 

 

５
３
○ 

同
・
裏
門
・
内
（
夜
） 

景
時
が
勝
子
の
手
を
引
い
て
歩
い
て
い
る
。 

景
時
「
某
が
最
も
信
頼
す
る
者
を
待
機
さ
せ
て
お
り
ま
す
」 

勝
子
「
左
様
か
」 
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景
時
「
そ
の
者
の
手
引
き
で
、
尾
川
の
陣
ま
で
向
か
う
手
筈
に
ご
ざ
い
ま
す
」 

景
時
、
裏
門
の
戸
を
開
け
る
。 

 
５
４
○ 

同
・
裏
門
・
外
（
夜
） 

暗
闇
の
中
、
全
身
に
矢
を
受
け
た
兵
が
立
っ
て
い
る
。
雅

信
と
瓜
二
つ
の
顔
を
し
た
景
時
、
そ
し
て
勝
子
が
戸
を
あ

け
て
出
て
く
る
。 

景
時
「
門
次
郎
、
待
た
せ
た
な
」 

景
時
、
首
を
傾
げ
る
。 

景
時
「
門
次
郎
？
」 

雲
間
か
ら
の
月
明
か
り
が
兵
を
照
ら
す
。
景
時
、
息
を
呑

む
。
勝
子
、
小
さ
く
悲
鳴
を
上
げ
る
。 

雅
信
の
声
「
景
時
」 

藪
の
中
か
ら
弓
兵
ら
が
出
て
く
る
。
弓
兵
ら
は
景
時
に
向

か
っ
て
矢
を
つ
が
え
る
。
景
時
、
刀
に
手
を
掛
け
る
。
藪

の
中
か
ら
雅
信
が
出
て
く
る
。 

景
時
「
御
屋
形
様
」 

雅
信
「
所
詮
は
謀
反
人
の
子
と
い
う
こ
と
か
」 

景
時
、
刀
か
ら
手
を
離
し
、
俯
く
。 

 

５
５
○ 

同
・
双
葉
の
館
・
内
（
夜
） 

全
身
痣
だ
ら
け
の
景
時
が
倒
れ
て
い
る
。
雅
信
が
そ
れ
を

見
下
ろ
し
て
い
る
。
雅
信
の
周
り
に
兵
達
が
い
る
。
室
内

に
は
大
き
な
燭
台
が
一
つ
あ
る
。 

雅
信
「
も
う
よ
い
、
そ
な
た
ら
は
下
が
れ
」 

兵
達
、
館
を
去
る
。 

雅
信
「
こ
こ
で
、
そ
な
た
の
命
を
救
っ
た
な
」 

景
時
、
雅
信
を
見
上
げ
る
。 
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雅
信
「
そ
の
恩
を
仇
で
返
さ
れ
る
と
は
思
わ
な
ん
だ
。
と
ん
だ
不
忠
者
よ
」 

景
時
「
主
君
の
命
に
唯
々
諾
々
と
従
う
こ
と
は
忠
義
に
あ
ら
ず
」 

雅
信
「
ほ
う
」 

景
時
「
主
君
の
過
ち
を
諫
め
る
も
ま
た
忠
義
に
ご
ざ
い
ま
す
」 

雅
信
「
私
の
過
ち
だ
と
」 

景
時
「
奥
方
様
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
勝
て
ぬ
戦
に
挑
み
、
何
が
残
り
ま
す
か
」 

雅
信
、
拳
を
握
る
。 

景
時
「
降
伏
い
た
し
ま
し
ょ
う
」 

雅
信
「
降
伏
だ
と
？
」 

景
時
「
甲
武
の
家
を
残
す
、
そ
れ
が
今
我
ら
に
で
き
る
こ
と
で
す
」 

雅
信
、
拳
を
ま
す
ま
す
強
く
握
る
。 

景
時
「
御
屋
形
様
」 

雅
信
「
な
ら
ぬ
」 

景
時
「
何
故
」 

雅
信
「
そ
れ
で
は
天
下
は
獲
れ
ぬ
」 

景
時
、
首
を
振
る
。 

景
時
「
も
う
、
仕
方
の
な
き
こ
と
で
す
」 

雅
信
「
な
ら
ぬ
。
な
ら
ぬ
な
ら
ぬ
！
」 

景
時
「
御
屋
形
様
」 

景
時
、
よ
ろ
よ
ろ
と
立
ち
上
が
る
。 

景
時
「
こ
の
乱
世
を
生
き
抜
く
、
そ
れ
だ
け
で
も
」 

景
時
、
雅
信
に
手
を
伸
ば
す
。
雅
信
、
景
時
の
手
を
払
い

の
け
る
。 

雅
信
「
そ
れ
で
は
私
に
は
何
も
残
ら
ぬ
！
」 

景
時
「
御
屋
形
様
？
」 

雅
信
「
父
に
は
育
て
方
を
間
違
っ
た
と
言
わ
れ
！
」 

景
時
「
聞
い
て
お
ら
れ
た
の
で
す
か
」 

雅
信
「
妻
の
心
は
影
武
者
に
奪
わ
れ
」 
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景
時
、
ひ
ゅ
っ
と
息
を
吸
う
。 

景
時
「
そ
れ
は
」 

雅
信
「
私
に
は
も
う
天
下
し
か
、
天
下
統
一
し
か
残
さ
れ
て
お
ら
ぬ
の
だ
！
」 

雅
信
、
跪
い
て
泣
く
。
景
時
、
そ
の
隣
に
膝
を
つ
く
。 

景
時
「
御
屋
形
様
、
申
し
訳
」 

雅
信
「
や
め
ろ
！
」 

雅
信
、
景
時
を
睨
む
。 

雅
信
「
私
を
、
憐
れ
む
な
」 

景
時
、
俯
く
。
戸
越
し
に
伝
令
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。 

伝
令
の
声
「
ご
注
進
！
」 

景
時
「
な
ん
だ
？
」 

伝
令
の
声
「
尾
川
の
勢
力
、
進
軍
を
再
開
い
た
し
ま
し
た
！
」 

景
時
と
雅
信
、
息
を
呑
む
。 

景
時
「
最
早
、
奥
方
様
の
命
す
ら
待
て
ぬ
と
い
う
の
か
」 

雅
信
「
そ
う
か
、
そ
う
だ
っ
た
か
」 

雅
信
、
笑
い
だ
す
。
景
時
、
雅
信
を
見
つ
め
る
。 

雅
信
「
天
下
も
ま
た
、
最
初
か
ら
我
が
鼻
先
に
す
ら
な
か
っ
た
か
」 

景
時
、
雅
信
に
手
を
伸
ば
そ
う
と
し
て
や
め
、
館
内
を
見

渡
す
。
景
時
、
両
頬
を
パ
ン
と
叩
く
。 

景
時
「
御
屋
形
様
！
」 

景
時
、
片
膝
立
ち
に
な
る
。 

景
時
「
霧
生
景
時
、
最
後
の
ご
奉
公
を
い
た
し
た
く
存
じ
ま
す
」 

雅
信
、
笑
う
の
を
や
め
て
景
時
を
見
る
。 

景
時
「
ど
う
か
奥
方
様
と
共
に
落
ち
延
び
て
く
だ
さ
い
せ
」 

雅
信
「
な
ん
だ
と
？
」 

景
時
「
時
間
は
某
が
稼
ぎ
ま
す
故
」 

雅
信
「
無
駄
だ
。
そ
な
た
を
討
て
ば
、
次
は
私
に
追
手
を
向
け
る
だ
け
ぞ
」 

景
時
「
首
を
獲
っ
た
相
手
に
追
手
は
差
し
向
け
ま
す
ま
い
」 
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雅
信
「
ど
う
い
う
こ
と
だ
」 

景
時
「
某
が
御
屋
形
様
に
化
け
、
こ
の
首
を
獲
ら
せ
ま
す
」 

雅
信
、
目
を
見
開
く
。 

雅
信
「
私
に
代
わ
り
、
命
を
捨
て
る
と
い
う
の
か
」 

景
時
「
そ
れ
が
、
影
武
者
の
本
分
に
ご
ざ
い
ま
す
れ
ば
」 

雅
信
、
立
ち
上
が
り
、
景
時
の
前
に
行
く
。 

雅
信
「
今
の
私
に
、
な
お
命
を
捨
て
る
価
値
が
あ
る
と
思
う
か
？
」 

景
時
、
立
ち
上
が
る
。 

景
時
「
わ
か
り
ま
せ
ぬ
」 

雅
信
「
わ
か
ら
ぬ
だ
と
？
」 

景
時
「
価
値
故
に
忠
を
尽
く
し
た
こ
と
な
ど
、
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
故
」 

雅
信
「
し
か
ら
ば
、
何
故
」 

景
時
「
た
だ
、
そ
う
し
た
い
と
望
ん
だ
ば
か
り
に
て
」 

雅
信
「
そ
う
、
し
た
い
？
」 

景
時
「
御
屋
形
様
は
、
我
が
兄
に
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
」 

雅
信
「
兄
故
に
、
と
？
」 

景
時
「
他
に
理
由
は
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
。
ず
っ
と
、
そ
う
で
し
た
」 

雅
信
の
目
が
潤
む
。
雅
信
、
景
時
に
歩
み
寄
る
。
二
人
の

影
が
重
な
り
合
う
。 

勝
子
の
声
「
だ
め
じ
ゃ
！
」 

勝
子
が
戸
を
開
け
て
入
っ
て
く
る
。
景
時
、
立
ち
上
が
る
。

雅
信
、
涙
を
拭
い
て
立
ち
上
が
る
。 

景
時
「
奥
方
様
」 

勝
子
「
そ
ち
が
死
ぬ
な
ら
、
わ
ら
わ
も
」 

景
時
「
な
り
ま
せ
ぬ
！
」 

勝
子
「
何
故
じ
ゃ
！
」 

景
時
「
某
は
、
御
屋
形
様
に
も
、
勝
子
様
に
も
生
き
て
い
て
ほ
し
い
の
で
す
」 

勝
子
、
泣
き
じ
ゃ
く
り
な
が
ら
景
時
の
胸
に
顔
を
埋
め
る
。
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雅
信
、
そ
れ
を
見
て
深
呼
吸
す
る
。 

雅
信
「
景
時
よ
」 景

時
と
勝
子
、
雅
信
を
見
る
。 

景
時
「
は
っ
」 

雅
信
「
そ
な
た
の
献
策
、
見
事
な
も
の
だ
」 

勝
子
、
声
も
な
く
首
を
振
る
。 

景
時
「
お
褒
め
に
預
か
り
光
栄
に
ご
ざ
い
ま
す
」 

雅
信
「
た
だ
一
点
、
改
め
る
べ
き
箇
所
が
あ
る
」 

景
時
「
そ
れ
は
、
い
か
な
る
」 

雅
信
「
尾
川
に
首
を
差
し
出
す
は
そ
な
た
で
は
な
い
、
私
だ
」 

景
時
「
な
、
な
に
を
仰
せ
で
す
か
！
？
」 

雅
信
「
我
が
夢
は
破
れ
た
、
最
早
こ
の
世
に
未
練
は
な
い
」 

景
時
「
し
か
し
、
甲
武
の
血
が
途
絶
え
て
し
ま
い
ま
す
」 

雅
信
「
甲
武
家
と
霧
生
家
、
元
は
一
つ
の
武
家
で
あ
っ
た
ろ
う
？
」 

景
時
「
は
っ
」 

雅
信
「
し
か
ら
ば
そ
な
た
が
生
き
て
お
れ
ば
甲
武
の
血
が
残
る
も
同
じ
よ
」 

景
時
「
さ
れ
ど
、
甲
武
の
名
が
な
け
れ
ば
従
わ
ぬ
者
達
も
」 

雅
信
「
そ
れ
に
つ
い
て
は
考
え
が
あ
る
。
そ
れ
に
」 

景
時
「
は
っ
？
」 

雅
信
「
弟
を
守
る
は
、
兄
の
務
め
ぞ
」 

景
時
「
そ
ん
な
、
某
は
」 

雅
信
「
景
時
！
」 雅

信
、
微
笑
ん
で
力
な
く
首
を
振
る
。 

雅
信
「
も
う
、
よ
い
の
だ
」 

景
時
「
御
屋
形
様
」 

景
時
、
俯
い
て
拳
を
握
る
。
雅
信
、
背
筋
を
伸
ば
す
。 

雅
信
「
甲
武
雅
信
、
最
後
の
命
ぞ
。
心
し
て
聞
け
」 

景
時
、
雅
信
を
見
る
。 
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景
時
「
は
っ
」 

雅
信
「
本
日
只
今
よ
り
、
そ
な
た
が
甲
武
雅
信
と
な
れ
」 

景
時
、
震
え
な
が
ら
片
膝
立
ち
に
な
る
。 

景
時
「
御
意
」 

景
時
、
頭
を
下
げ
、
唇
を
噛
み
締
め
る
。
雅
信
、
頷
く
。 

 

５
６
○ 

平
野
（
夜
） 

漆
襲
城
に
向
け
て
進
む
尾
川
軍
。
尾
川
が
そ
の
中
程
で
馬

に
乗
っ
て
進
ん
で
い
る
。
暗
闇
の
中
か
ら
雅
信
が
率
い
る

甲
武
軍
の
騎
馬
隊
が
突
撃
し
て
く
る
。
尾
川
、
ニ
ヤ
リ
と

笑
う
。 

尾
川
「
迎
え
て
撃
て
！
甲
武
の
首
を
獲
る
の
だ
！
」 

尾
川
軍
、
甲
武
軍
に
向
け
て
火
縄
銃
を
構
え
る
。 

 

５
７
○ 

山
道
（
夜
） 

景
時
と
勝
子
、
お
鈴
が
山
道
を
い
そ
い
そ
と
歩
い
て
い
る
。

三
人
の
周
り
に
は
数
名
の
兵
士
が
い
る
。
三
人
の
後
方
か

ら
鬨
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
景
時
、
後
ろ
を
振
り
返
る
。 

お
鈴
「（
小
声
で
）
景
時
様
、
早
く
！
」 

景
時
、
再
び
歩
き
出
す
。 

 

５
８
○ 

平
野
（
夜
） 

火
縄
銃
を
撃
ち
ま
く
る
尾
川
軍
。
甲
武
軍
は
次
々
と
撃
た

れ
、
倒
れ
て
い
る
。
尾
川
は
尾
川
軍
の
中
程
か
ら
そ
の
様

子
を
見
て
い
る
。
馬
上
の
雅
信
が
尾
川
に
向
か
っ
て
進
ん

で
い
く
。 

雅
信
「
尾
川
、
元
長
ぁ
！
」 

雅
信
の
額
に
銃
弾
が
命
中
す
る
。 
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５
９
○ 

山
道
（
夜
） 

景
時
と
勝
子
、
お
鈴
が
山
道
を
い
そ
い
そ
と
歩
い
て
い
る
。

三
人
の
周
り
に
は
数
名
の
兵
士
が
い
る
。
景
時
の
目
に
涙

が
に
じ
む
。 

 

６
０
○ 

平
野
（
夜
） 

額
に
弾
痕
が
あ
る
景
時
雅
信
が
虚
ろ
な
表
情
で
馬
に
乗
っ

て
い
る
。
周
辺
に
尾
川
軍
の
歩
兵
達
が
い
る
。
雅
信
の
体

が
傾
き
、
馬
か
ら
落
ち
る
。
尾
川
軍
の
歩
兵
が
雅
信
の
と

こ
ろ
へ
わ
っ
と
集
ま
る
。 

 

６
１
○ 

山
道
（
夜
） 

景
時
と
勝
子
、
お
鈴
が
山
道
を
歩
い
て
い
る
。
三
人
の
周

り
に
は
数
名
の
兵
士
が
い
る
。
景
時
、
嗚
咽
す
る
。
勝
子
、

そ
の
腕
を
強
く
抱
き
し
め
、
歩
か
せ
る
。 

 

６
２
○ 

平
野
（
夜
） 

雅
信
の
首
な
し
死
体
の
周
り
に
尾
川
軍
の
歩
兵
が
集
ま
っ

て
い
る
。
歩
兵
の
一
人
が
額
に
弾
痕
の
あ
る
雅
信
の
首
を

持
っ
て
掲
げ
る
。 

 

６
３
○ 

長
林
寺
・
外
観 

山
奥
に
あ
る
寺
院
。 

 

６
４
○ 

同
・
墓
地 

勝
子
（
５
９
）
と
甲
武
雅
時
（
３
２
）
が
、
「
吾
兄
之
墓
」

と
刻
ま
れ
た
墓
の
前
で
合
掌
し
て
い
る
。
墓
の
前
に
は
小

さ
な
壺
が
置
か
れ
て
い
る
。
雅
時
、
肩
の
力
を
抜
く
。 
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勝
子
「
大
儀
で
あ
っ
た
な
、
雅
時
」 

雅
時
「
あ
、
い
え
、
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
」 

勝
子
「
急
な
葬
儀
で
あ
っ
た
故
、
疲
れ
た
じ
ゃ
ろ
う
？
」 

雅
時
「
い
え
、
母
上
こ
そ
」 

勝
子
「
父
を
許
せ
よ
」 

雅
時
「
は
っ
？
」 

勝
子
「
藩
主
の
座
を
そ
ち
え
に
譲
り
、
気
が
緩
ん
だ
の
じ
ゃ
ろ
う
て
」 

勝
子
、
壺
を
優
し
く
な
で
る
。 

雅
時
「
し
か
し
父
上
も
妙
な
ご
遺
言
を
」 

勝
子
「
ん
？
」 

雅
時
「
喉
仏
の
み
と
は
い
え
、
か
よ
う
な
辺
境
の
寺
に
納
め
よ
と
は
」 

勝
子
「
こ
こ
に
は
」 

勝
子
、
墓
を
見
る
。 

勝
子
「
あ
の
方
の
大
切
な
人
が
眠
っ
て
お
る
故
な
」 

雅
信
、
墓
を
見
る
。 

雅
時
「
父
上
に
ご
兄
弟
が
お
ら
れ
た
と
は
」 

勝
子
、
く
す
く
す
と
笑
う
。 

雅
時
「
母
上
？
」 

勝
子
「
ま
あ
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
じ
ゃ
な
」 

雅
時
、
首
を
傾
げ
る
。 

勝
子
「
さ
あ
、
城
に
帰
ろ
う
」 

雅
時
「
は
っ
」 

雅
時
、
墓
に
背
を
向
け
て
歩
き
出
す
。
勝
子
、
墓
と
壺
を

見
つ
め
る
。
雅
時
、
勝
子
を
振
り
返
る
。 

雅
時
「
母
上
？
」 勝

子
、
雅
時
の
方
を
向
く 

勝
子
「
す
ま
ぬ
な
。
今
参
る
」 

勝
子
、
墓
と
壺
を
一
瞥
し
た
後
雅
時
を
追
う
。 
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